
産学連携エコシステム
とはなにか

産官学の垣根を越えて、
持続可能な日本経済を実現するためのヒントを探る
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「イノベーション
エコシステム」再考

都
市
と
い
う
単
位
で
、

「
産
学
連
携
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」

を
考
え
る

　

政
府
は
、
激
変
す
る
国
際
情
勢
を

踏
ま
え
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
は
じ

ま
る
５
年
間
の
科
学
技
術
指
針
「
第

７
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

基
本
計
画
」
の
柱
と
し
て
「
新
技
術

立
国
」
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
２
０
２
５
年
よ
り
国
際
卓
越
研
究

大
学
（
※
）
制
度
が
は
じ
ま
っ
た
こ

と
も
重
な
り
、
い
ま
産
官
学
の
い

ず
れ
の
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
、
改

め
て
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
言
葉
へ
の
注
目
が
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

日
本
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
話
に
な
る
と
、
と
か

く
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
や
東
海
岸
の
都

市
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
材
や
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
が
集
ま
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
お
り
、

必
ず
し
も
こ
の
モ
デ
ル
が
日
本
の
多

く
の
都
市
の
参
考
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。

（
※
） 

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
社
会
や
経
済
に
還
元
で

き
る
大
学
を
国
が
認
定
す
る
制
度

勢
い
を
増
す
米
国
や
欧
州
各
国
の

第
二
・
第
三
の
都
市
。 

そ
の
背
後
に
あ
る

エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
は
？

　

一
方
で
、
我
々
が
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
、
東
海
岸

に
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
か
つ
て
製
造
業

や
酪
農
で
栄
え
た
中
西
部
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
や
南
部

サ
ン
ベ
ル
ト
の
複
数
の
中
規
模
都
市
に
お
い
て
、

長
年
に
わ
た
る
産
学
連
携
の
取
り
組
み
が
花
開
き
、

新
た
な
産
業
へ
の
転
換
に
成
功
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
、
シ
カ
ゴ
、

ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ア
ー
バ
ナ
等

が
そ
の
典
型
だ
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、

ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
欧
州
の
中
規
模
都
市
で
も

見
ら
れ
る
（
リ
ム
リ
ッ
ク
、
ト
リ
ノ
、
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
等
）。
い
ず
れ
の
都
市
も
首
都
か
ら
一
定

の
距
離
を
保
ち
、
独
自
の
文
化
的
土
壌
と
大
学
の

強
み
を
基
盤
と
し
て
産
業
再
生
・
産
業
創
造
に
成

功
し
て
い
る
。
産
業
分
野
も
実
に
多
様
で
、
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
な
ら
バ
イ
オ
・
半
導
体
、
シ
カ
ゴ
な
ら

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、ト
リ
ノ
な
ら
航
空
宇
宙
・

ｅ
モ
ビ
リ
テ
ィ
等
、
い
ず
れ
の
都
市
も
強
み
と
す

る
領
域
を
絞
っ
て
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
各
国
の
第
二
・
第
三
の
都
市
が
成
功

を
果
た
し
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
コ
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
こ
こ
で
は
、
米
国
・

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
を
事
例
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
産

官
学
の
相
互
作
用
が
あ
っ
た
の
か
、
見
て
み
よ
う
。

アメリカ・ペンシルバニア州　ピッツバーグ
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ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
は
人
口
２
４
５
万
人

程
度
の
中
規
模
都
市
で
、
都
市

圏
人
口
で
比
較
す
る
と
日
本
で

い
え
ば
京
都
、
福
岡
、
神
戸
と

同
規
模
で
す
。
ア
レ
ゲ
ニ
ー
川

と
モ
ノ
ン
ガ
ヒ
ラ
川
と
い
う
２

つ
の
大
き
な
川
が
合
流
し
、
水

と
緑
に
囲
ま
れ
た
と
て
も
美
し

い
街
で
す
。

　

さ
て
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
世

界
的
に
有
名
な
企
業
と
い
う

と
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
他
に

も
１
３
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
ハ
イ
ン
ツ
も
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

が
本
社
で
す
。
教
育
機
関
で
い

う
と
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
州
立
大
学

と
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
が

有
名
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
自
然
史

博
物
館
と
い
っ
た
文
化
施
設
も

多
く
存
在
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

で
は
、
地
元
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
で
あ
る
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
・

ス
チ
ー
ラ
ー
ズ
が
人
気
で
す
。

　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
と
い
う
と
、昔
は
「
鉄
鋼
の
街
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
鉄
鋼
業
自

体
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か

け
て
急
速
に
衰
退
し
、
２
０
０
４
年
に
は
市
が

財
政
破
綻
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
は
そ
の
後
、
見
事
な
産
業
再
生
を
果
た

し
、
現
在
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
Ａ
Ｉ
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
の
産
業
集
積
地
と
し
て
台
頭
し
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
産
業
再
生
を
実
現
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
歴
史
を
紐
解
く
と
、
そ
の

背
後
に
は
、
大
学
を
核
と
し
た
「
世
代
を
超
え
た

人
材
育
成
の
仕
組
み
」
が
鍵
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
産
業
を
支
え
た

鉄
鋼
業
の
興
り
は
１
９
０
０
年
前
後
で
す
。
鉄
道

や
橋
梁
等
の
旺
盛
な
鉄
鋼
需
要
を
背
景
に
、
こ
の

頃
に
財
を
成
し
た
人
物
が
、
篤
志
家
と
し
て
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
の
文
化
・
教
育
基
盤
を
支
え
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
鉄
鋼
王
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
す
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ

ロ
ン
大
学
も
カ
ー
ネ
ギ
ー
自
然
史
博
物
館
も
、
彼

の
寄
付
の
も
と
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ネ

ギ
ー
は
、
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
・
教
育
基

盤
を
核
と
し
て
、
先
端
科
学
技
術
に
興
味
を
持
つ

若
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
人
材

が
定
着
す
る
た
め
の
郷
土
愛
を
育
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
し
て
時
は
た
ち
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

鉄
鋼
業
が
衰
退
し
た
後
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ

ン
大
学
や
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
州
立
大
学
が
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
の
産
業
再
生
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
学
は
、
自
ら
の
強
み
で
あ
る

Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
等

の
分
野
に
注
力
し
、
優
秀
な
人
材
と
先
進
的
な
技

術
を
次
々
と
生
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
優
秀
な

人
材
を
輩
出
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
で
学
ん

だ
学
生
の
起
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
大
企
業
と
の
引
き
合
わ
せ
を
行
う
こ
と

で
、
大
学
に
入
学
し
た
若
い
挑
戦
者
が
、
次
世
代

の
産
業
を
支
え
る
人
材
へ
と
成
長
し
て
い
く
し

く
み
を
作
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
つ
い
て
は
篤

志
家
の
存
在
と
活
動
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
わ

け
で
す
が
、
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
土
地
の
文
化
・
教
育
の
基
盤
と
な
り

人
々
を
域
外
か
ら
誘
引
す
る
「
大
学
」
の
存
在
が
、

こ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
で
す
。

ピッツバーグの現在地
産業転換と「アカデミア」の役割

湯川 俊一 氏
　三井不動産株式会社イノ
ベーション推進本部産学連携
推進部部長。２０２０年より
産学連携推進部を立ち上げ、
先端科学技術領域におけるテ
クノロジーの進化とルール形
成の把握に加え、アカデミア
を中心とした高度産業集積の
実現に向け、世界各国の産学
連携エコシステムについて
の研究を推進。著書に、 「都
市の産学連携エコシステム」
（２０２４．勁草書房）

アンドリューカーネギー
（1835 - 1919年）

ピッツバーグの産業転換の歴史
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私
た
ち
は
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
よ
う
に
、

そ
の
土
地
や
大
学
の
持
つ
強
み
を
生
か
し
て

見
事
に
産
業
再
生
を
果
た
し
た
各
国
の
第

二
・
第
三
の
都
市
を
対
象
に
、
そ
の
背
後
に

あ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
そ
の
背
後
に
は
、
次
の
よ
う
な

「
世
代
を
超
え
た
人
材
育
成
の
し
く
み
」
が

働
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
長
い
年

月
を
か
け
た
一
連
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
、「
都
市
の
産
学
連
携
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
長
い
デ

フ
レ
か
ら
脱
却
し
た
日
本
に
お
い
て
、

こ
れ
か
ら
様
々
な
都
市
で
産
業
再
生
・

産
業
創
造
が
推
進
さ
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、
日
本
で
も
、
こ
の
よ
う

な
産
官
学
の
枠
を
超
え
た
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
形
成
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
必

要
不
可
欠
な
の
が
、
人
材
の
外
部
流

出
を
防
ぎ
、
世
代
を
超
え
た
人
材
育

成
の
基
盤
と
な
る
「
郷
土
愛
」
で

す
。
郷
土
愛
を
育
む
都
市
の
要
素
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
典
型
的
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
音
楽
・
食
・

自
然
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

先
述
の
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
な
ら
Ｎ
Ｆ
Ｌ

の
ス
チ
ー
ラ
ー
ズ
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
パ
イ

レ
ー
ツ
、
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
美
術
館
、

博
物
館
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
土
地
の
歴
史
や
伝
統
、
自
然

環
境
に
根
差
し
、シ
ビ
ッ
ク
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
核
と
な
り
、
た
と
え
一

度
は
そ
の
土
地
を
離
れ
て
も
成
功
者

と
し
て
ま
た
戻
っ
て
こ
さ
せ
る
要
素

が
郷
土
愛
。
世
代
を
超
え
た
人
材
育

成
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
は
、

こ
れ
が
な
に
よ
り
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

都市の産学連携エコシステム

１
．
そ
の
地
域
の
文
化
・
教
育
基
盤
を
整
え

て
、
ア
カ
デ
ミ
ア
に
入
学
す
る
志
願
者

／
起
業
家
を
増
や
す
。

２
．
彼
ら
が
研
究
者
や
事
業
家
と
し
て
成
長

し
て
成
功
者
と
な
る
。
こ
の
過
程
で
、

大
学
と
企
業
、
志
願
者
と
成
功
者
を
つ

な
ぐ
カ
タ
リ
ス
ト
が
触
媒
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
。

３
．
成
功
者
と
な
っ
た
彼
ら
が
、
地
域
や
大

学
に
還
元
す
る
た
め
次
の
世
代
へ
の
貢

献
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
世
代
を
超
え

た
人
材
育
成
の
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

４
．
志
願
者
／
起
業
家
が
外
部
流
出
し
た
先

で
成
功
し
、
後
に
そ
の
土
地
に
戻
っ
て

支
援
者
と
な
る
ケ
ー
ス
や
、
全
く
所
縁

の
な
い
者
が
外
部
か
ら
流
入
し
て
そ
の

地
に
と
ど
ま
り
還
元
す
る
ケ
ー
ス
も
加

わ
り
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
厚
み
が
増
す
。 

世代を超えた人材育成のしくみ
成功者／大企業

アカデミア

志願者／起業家
外部からの
流入

外部へ
流出

再流入 外部流入

文化・教育基盤

カタリスト

成長促進 貢献支援



5

「都市の産学連携エコシステム」を支えるプレイヤー

文化・教育・
科学技術イノベーションの
基盤の役割を果たすとともに、
志願者を惹きつけ、成長促進し、
世代を超えた人材育成の

核となる存在

アカデミア

その土地やアカデミアの
魅力により

エコシステムに流入する
挑戦者

志願者 /起業家

その都市の産業の中核を
なすとともに、次世代の
育成に貢献支援する存在

成功者 /大企業

アカデミアと社会、起業家と
大企業をつなぎ、

エコシステムを還流させる
触媒・媒介者

カタリスト



科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
街

　

フ
ラ
ン
ス
・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
は
人
口
16
万
人
、経
済
圏
（
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
）

人
口
40
万
人
の
中
規
模
都
市
だ
。
経
済
圏
で
は
３
万
人
も
の
産
官
学
の
研

究
開
発
職
が
働
い
て
お
り
、こ
れ
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
全
雇
用
の
７
．
４
％

を
占
め
、
パ
リ
の
４
．
９
％
よ
り
も
高
い
。

　

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
は
公
的
研
究
機
関
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
テ
ル
、
ア
ッ

プ
ル
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
、
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
、
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
拠
点
が
中
心
市
街
地
か
ら
20
㎞

圏
内
に
集
中
し
て
い
る
。
世
界
的
な
半
導
体
材
料
企
業
で
あ
るSoitec

や
、
２
０
２
３
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
過
去
最
大
の

8
億
5
，
０
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
１
，
３
５
０
億
円
以
上
）
を
調
達
し
た

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
のVerkor

も
、
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
生
ま
れ
だ
。

巨
大
リ
サ
ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ

　

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
で
ひ
と
際
目
を
引
く
の
が
、
世
界
有
数
規
模
の

２
５
０
ha
も
の
リ
サ
ー
チ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
（Grenoble 

Innovation for Advanced N
ew
 Technologies

）
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ａ

（
原
子
力
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）
や
放
射
光
施
設
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｆ
、
世
界
的
な

半
導
体
の
研
究
機
関M

IN
ATEC

を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
主
要
な

公
的
研
究
機
関
の
数
々
が
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
構
内
に
集
中
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
Ｃ
Ｅ
Ａ
は
、「Lab to fab

」（
＝

研
究
を
研
究
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
成
果
を
産
業
利
用
す
る

こ
と
）
の
精
神
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
エ
ア
バ
ス
、
Ｓ
Ｔ
マ
イ

ク
ロ
、
ヴ
ェ
オ
リ
ア
、
イ
ン
テ
ル
、
シ
ー
メ
ン
ス
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
村

田
製
作
所
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
外
企
業
６
０
０
社
を
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

と
し
て
、
技
術
移
転
や
研
究
成
果
の
社
会
実
装
を
進
め
て
い
る
。

都
市
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

　

グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
街
」
と
し
て
の
起

源
を
辿
る
と
、
１
８
４
０
年
代
ま
で
遡
る
。
ア
ル
プ
ス
の
麓
と
い
う
地
理

的
条
件
を
活
か
し
、
当
時
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
は
水
力
発
電
の
街
と
し
て
栄

え
、
電
気
系
の
技
術
者
・
研
究
者
が
こ
の
地
に
集
積
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

１
９
４
０
年
代
に
は
、
ナ
チ
ス
占
領
下
の
パ
リ
か
ら
逃
れ
る
か
た
ち
で
、

後
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
者
と
な
る
ル
イ
・
ネ
ー
ル
が
こ
の
街
に
移
り
住
ん

だ
。
ル
イ
・
ネ
ー
ル
は
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
・
ア
ル
プ
大
学
に
て
教
授
職
や
学

長
を
務
め
る
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
（
国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）
や

フランス

グルノーブル

6

※グルノーブルは2024年 5月オックスフォード・エコノミクス「世界の大都市経済1000の包括的評価」で「生活の質（平均寿命、1人当たり所得、
レクリエーション・文化施設など）」部門第一位となった。

都市
  探訪



Ｃ
Ｅ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
機
関
を
次
々
と
誘
致
・
開
設
し
、こ
れ
ら
が
後
に
半
導
体
や
セ
ン
サ
ー
、バ
ッ

テ
リ
ー
等
の
産
業
集
積
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
街
」
と
し
て
の

都
市
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
１
５
０
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
、
今
も
な
お
こ
の
地
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

世
界
中
か
ら
研
究
者
を
惹
き
つ
け
る
豊
か
な
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
食

　

も
う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
の
特
長
は
、
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
食
な
ど
と
い
っ
た
豊
か
な
地
域
資

源
だ
。
中
世
の
建
築
や
歴
史
あ
る
広
場
、
ス
キ
ー
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
の
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ア
ル
プ

ス
の
山
々
、
緑
豊
か
な
市
民
公
園
、
乳
製
品
や
ワ
イ
ン
に
代
表
さ
れ
る
魅
力
的
な
食
な
ど
の
都
市
の
魅
力
が
、

世
界
中
か
ら
多
く
の
研
究
者
を
惹
き
つ
け
、
こ
の
土
地
に
定
着
さ
せ
る
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
労
働
時
間
が
法
律
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
お
り
、
平
日
夜
間
や
休
日
は
基
本
的
に
企
業
活

動
も
研
究
活
動
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
や
休
日
の
余
暇
の
過
ご
し
方
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
地
域
資
源
は
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
そ
の
家
族
も
含
め
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。（
※
）

●「選択と集中」によるフランスの産業政策

外部からの観光客のみならず、地域住民の日常的な憩いの場や、催事・イベント会場として
も活用されている

●ランドマークであるバスティーユ城塞

●研究者を惹きつけるグルノーブルの観光資源

フランスの科学技術イノベーション政策の特長は、「選択と集中」である。フランス政府
は 2005年、産業イノベーションの実現に向け全国に IT・医療・バイオ・再生可能 エ
ネルギー・環境など、各都市ごとの注力分野を決めて、未来産業育成のための拠点とす
る都市を指定。グルノーブルはそのうちひとつ。

パリパリ

ニースニース

マルセイユマルセイユ

トゥールーズトゥールーズ

リヨンリヨン グルノーブルグルノーブル
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INTERVIEW

東北大学マイクロシステム融合研究開発センター (µSIC) センター長・教

授、半導体クリエイティビティハブ (S-Hub) ハブ長。

2004 年に東北大学大学院工学研究科機械電子工学専攻博士課程修了後、

同大学において半導体微細加工プロセスに関する研究教育、産学連携に

従事。2021 年より東北大学マイクロシステム融合研究開発センター長・

教授。2010 年からは東北大学試作コインランドリの長として半導体微細

加工共用施設の運営を行い、利用料収入（2024 年度で約 3.5 億円）で経

費の約 90% を賄う体制を構築している。2022 年より文部科学省マテリ

アル先端リサーチインフラ（ARIM）高度デバイス領域代表・東北大ハブ

長として、半導体の開発を支援。2024 年より技術研究組合最先端半導体

技術センター（LSTC）を兼業し、人材育成分野の大学・地域・産業連携

WGの座長を務めている。また、2024年から東北大学半導体クリエイティ

ビティハブ（S-Hub）のハブ長、2025 年から文部科学省「成長分野を支

える半導体人材の育成拠点の形成」（enSET）東北拠点長として、学内外

の学生、社会人向けの半導体教育プログラムも統括している。

INTERVIEW

半導体研究の現場で、15年間にわたって研究開発と人材育成を両輪で回し続けてきた仕

組みがある。東北大学に設けられた「試作コインランドリ」は、半導体設備を共有しなが

ら人々が研究開発する場であると同時に、人が育ち、企業と大学が自然につながる現場で

もある。本記事では、戸津健太郎先生へのインタビューを通じて、その思想と実践、そし

て日本の産学連携のこれからを掘り下げる。

8
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INTERVIEW
研
究
開
発
と
人
材
育
成
を
両
輪
で

進
め
る
か
ら
こ
そ
成
果
が
生
ま
れ
る

戸
津
先
生
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

東
北
大
学
で
は
、
１
５
０
名
以
上
の
半
導
体
分
野
の
研
究
者
と
、

約
８
，５
０
０
㎡
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
等
の
強
み
を
活
か
し
、「
半
導

体
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
共
創
体
」
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

私
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
融
合
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
（
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
は
、Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
微
小
電
気
機
械
シ
ス
テ
ム
）

の
研
究
開
発
を
行
う
と
共
に
、
半
導
体
の
微
細
加
工
設
備
や
技
術
的

サ
ポ
ー
ト
を
時
間
単
位
で
利
用
で
き
る
「
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

東
北
大
学
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
融
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

活
動
の
柱
の
ひ
と
つ
が
、
先
ほ
ど
の
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
の

運
営
で
す
。
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
で
は
、
１
５
０
台
以
上
の
半

導
体
製
造
装
置
と
、
１
，８
０
０
㎡
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
大
学
や

企
業
の
方
々
に
対
し
て
共
用
化
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
街
中
に
あ

る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
の
よ
う
に
、
自
宅
に
大
き
な
洗
濯
機
が
な
く
て

も
、
行
け
ば
す
ぐ
に
使
え
る
と
い
う
発
想
か
ら
来
て
い
て
、
研
究
開

発
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
半
導
体
設
備
を
自
前
で
持
た
な
く
て
も
、

必
要
な
と
き
に
使
え
る
環
境
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
で
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

４
０
０
を
超
え
る
機
関
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
て
、
そ
の
う
ち

の
8
割
く
ら
い
は
企
業
で
す
。
企
業
の
研
究
開
発
、
特
に
プ
ロ
ト
タ

イ
ピ
ン
グ
の
部
分
を
支
援
す
る
体
制
と
し
て
、
20
名
ほ
ど
の
ス
タ
ッ

フ
で
技
術
的
な
相
談
や
作
業
の
支
援
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
3D
プ
リ
ン
タ
ー
や
電
子
工
作
機
器
な
ど
を
活
用
し
、
試
作
品
を

社
会
実
装
可
能
な
形
へ
仕
上
げ
る
環

境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
半
導
体
技

術
の
未
来
を
拓
き
、
国
内
外
の
技
術

者
、
学
生
、
起
業
家
の
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
、
人
が
育
つ
拠
点
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
柱
は
、
研
究
開
発
そ

の
も
の
で
す
。
大
学
の
工
学
研
究
科

の
先
生
方
と
協
力
し
な
が
ら
、
主
に

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
の
分
野
で
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
は
産
学
連
携
に
よ
る
共
同
研
究

で
、
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

組
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
半
導
体
関
連
の
人
材
育
成
も

非
常
に
重
要
な
柱
で
す
。
研
究
開
発
の
中

で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
近
い
形
で
企
業
や
大
学
の
人

材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
試

作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
の
設
備
を
活
用
し
て

2
日
間
や
5
日
間
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
約
４
０
０

名
の
方
に
受
講
い
た
だ
き
、
過
去
最
高
の

参
加
者
数
と
な
り
ま
し
た
。
半
導
体
分
野

へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

　

国
際
連
携
で
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ウ
ン

ホ
ー
フ
ァ
ー
研
究
機
構
と
長
年
協
力
し
て

お
り
、
協
定
を
結
ん
だ
上
で
研
究
員
の
相

互
派
遣
や
学
生
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
産
学
官
連
携
も
、

す
で
に
い
く
つ
か
の
実
例
が
あ
り
ま
す
。

戸
津
先
生
の
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
以
外
で
の

活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

半
導
体
人
材
育
成
の
文
脈
で
は
、
東
北

大
学
の
「
半
導
体
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ハ
ブ
（
Ｓ
―
Ｈ
ｕ
ｂ
）」
の
ハ
ブ
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
北
大
学
の
中

で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
半
導
体
人

材
育
成
の
取
り
組
み
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
な
が
ら
、
質
と
量
の
両
面
で
高
め
て
い

こ
う
と
い
う
組
織
で
す
。
東
北
大
学
の
半

導
体
関
連
研
究
者
が
結
集
し
、
半
導
体
の

設
計
、
製
造
、
検
査
、
さ
ら
に
は
材
料
、

製
造
・
検
査
装
置
、
半
導
体
利
活
用
に
渡

9



INTERVIEW

る
人
材
を
一
気
通
貫
で
育
成
す
る

体
制
を
構
築
し
、
半
導
体
分
野
に

お
け
る
世
界
最
高
水
準
の
人
材
育

成
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
4
月

に
設
立
し
、
専
任
教
員
は
現
時
点

で
は
10
名
ほ
ど
で
、
兼
務
教
員
を

あ
わ
せ
る
と
約
80
名
の
規
模
で
す
。

専
任
教
員
は
半
導
体
デ
バ
イ
ス
企

業
、
製
造
装
置
企
業
な
ど
の
Ｏ
Ｂ

の
方
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
産

業
界
で
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
ス

キ
ル
を
学
べ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
対
象
は

学
内
の
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
学

外
の
学
生
（
高
専
生
や
大
学
生
、

大
学
院
生
）、
さ
ら
に
は
社
会
人

の
方
ま
で
含
め
て
い
ま
す
。
半
導

体
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
入
口

か
ら
、
現
場
で
活
躍
で
き
る
人
材
、

さ
ら
に
産
業
界
や
ア
カ
デ
ミ
ア
を

リ
ー
ド
す
る
研
究
開
発
人
材
ま
で
、

全
方
位
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
受
講
で
き
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
構
築
な
ど
は
、
宮
城
県
と
も
連

携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
が
Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ｃ
（
技
術

研
究
組
合
最
先
端
半
導
体
技
術
セ

ン
タ
ー
）
で
す
。
こ
れ
は
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
半
導
体
の
研
究
開
発

と
人
材
育
成
を
進
め
よ
う
と
い
う

組
織
で
、
私
は
そ
の
中
で
も
「
大
学
・
地
域
・
産
業
連
携
ワ
ー
キ
ン

グ
」
の
座
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
大
学
や
地
域
、
企
業
の
枠
を
超
え

て
優
れ
た
取
り
組
み
を
横
展
開
し
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
で
も
大
き

な
成
果
を
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
、
各
地
域
コ
ン
ソ
―
シ
ア
ム
、
大
学
、

高
専
、
企
業
、
業
界
団
体
な
ど
、
多
く
の
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
、
企
業
と
の
共
同
研
究
で
社
会
実
装

に
つ
な
が
っ
た
事
例
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
お
よ
そ
1
〜
2
年
に
1
件
程
度
、
実
用
化
に
至
る
事
例
が
あ
り

ま
す
。
主
に
セ
ン
サ
ー
に
代
表
さ
れ
る
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス

デ
バ
イ
ス
な
ど
、
半
導
体
微
細
加
工
を
応
用
し
た
小
型
部
品
が
得
意

分
野
で
す
。

　

例
え
ば
、
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
試
作
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
で
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
開
発
を
行
い
、
約
2
年
半
で
実
用
化
に
至

り
ま
し
た
。
レ
ー
ザ
ー
部
品
の
一
部
に
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
組
み
込
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
波
長
の
レ
ー
ザ
ー
を
連
続
的
に
出
せ
る
技
術
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
経
験
が
な
か
っ
た
研
究

者
が
、
自
ら
開
発
を
進
め
な
が
ら
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
最
終
的
に
実

用
化
ま
で
至
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
研
究
開
発
と
人
材
育
成
を

両
輪
で
進
め
る
こ
と
で
、
成
功
確
率
が
高
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

理
論
や
製
造
に
関
わ
る
幅
広
い
知
識
を
深
め
、
実
践
的
な
技
術
ス
キ

ル
を
習
得
し
な
が
ら
、
明
確
な
目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
め
ら
れ

る
点
が
強
み
で
す
。

　

東
北
大
学
に
は
、
設
備
だ
け
で
な
く
、
教
員
や
技
術
ス
タ
ッ
フ
が

持
つ
豊
富
な
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
企
業
の

方
に
も
、「
外
注
に
頼
ら
ず
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
我
々

は
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
主
体
性
が

な
け
れ
ば
、
良
い
も
の
づ
く
り
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●
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研
究
開
発
の
現
場
で
、

顧
客
の
声
を
聞
く
こ
と

試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
を
15
年
間
運
営
さ
れ
て
き
て
、
手

応
え
は
、
い
か
が
で
す
か
。

　

試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
長
は
、
資
金
的
に

も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
運
営
し
て
き
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。
年
間

収
入
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
度
3
億
円
に
対
し
て

２
０
２
４
年
度
は
約
6
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
の
多
く
は
試
作

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
の
利
用
料
収
入
で
、
こ
ち
ら
も
２
０
２
０
年
度 

１
．９
億
円
に
対
し
て
、
２
０
２
４
年
度
に
３
．５
億
円
ま
で
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
料
収
入
の
多
く
は
民
間
企
業
か
ら
い
た

だ
い
た
も
の
に
な
り
ま
す
（
２
０
２
４
年
度
で
２
．８
億
円
）。　

　

経
費
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
機
器
は
で

き
る
だ
け
自
分
た
ち
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い
ま
す
。
古
い
機
器
も

多
く
、
故
障
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
が

修
理
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
な
が
ら
40
年
以
上

使
い
続
け
て
い
る
機
器
も
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
も
驚
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
企
業
や
研
究
機
関
か
ら
、
機
器
を
寄
付
い

た
だ
い
て
い
て
、
運
営
上
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
が
広
く
て
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
が
役
に
立
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
日
々
、
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
利
用
者
の
現
場
で

の
声
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
次
は
ど
の
よ
う
な
機
器
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
、
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
の
次
の
投
資
戦
略
に

活
か
し
て
い
ま
す
。
大
型
機
器
の
独
自
導
入
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
文
部
科
学
省
「
マ
テ
リ
ア
ル
先
端
リ
サ
ー
チ
イ
ン
フ
ラ
（
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｍ
）」
事
業
の
支
援
に
よ
り
、
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
へ
の
機
器
導
入
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
利

用
実
績
と
半
導
体
分
野
で
の
利
用
拡
大
へ
の
期
待
か
ら
、
２
０
２
６

年
3
月
ま
で
に
Ｋ
ｒ
Ｆ
ス
テ
ッ
パ
を
は
じ
め
と
す
る
大
型
機
器
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
事
業
が
推
進
す
る
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
開

発
に
基
づ
き
、
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

11
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ン
を
活
用
し
た
高
効
率
な
研
究
開
発
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
過
去
の
利
用
実
績
か
ら
生
ま
れ
た
デ
ー
タ
を
最
大
限
活
用
し
て
、

ゴ
ー
ル
に
最
短
経
路
で
導
く
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
で
す
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
今
後
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
研
究
開
発
の

役
に
立
つ
運
営
を
目
指
し
ま
す
。
全
国
26
機
関
が
参
画
す
る
文
部
科

学
省
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
で
は
デ
ー
タ
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
研
究
開
発
を
推
進
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

ど
の
よ
う
に
企
業
か
ら
の
声
を
収
集
し
、
ど
の
よ
う
に
施

設
の
運
営
に
活
か
し
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

や
は
り
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
さ
ん
の
生
の
声
を
一

番
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
、
こ
う
い
う
こ
と
で
困
っ
て
い
る
、
将

来
、
こ
の
よ
う
な
技
術
が
あ
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い
、
と
い
う
よ
う

な
ニ
ー
ズ
で
す
。
我
々
は
様
々
な
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
る
こ

と
が
大
き
な
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
学
会
や
業
界
の

様
子
も
探
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
の
動
向
か
ら
、
先
行
し

て
開
発
す
べ
き
技
術
を
見
出
し
て
、
内
部
で
技
術
開
発
を
行
っ
て
、

数
年
の
う
ち
に
技
術
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
各
ス
タ
ッ

フ
が
利
用
者
の
支
援
や
人
材
育
成
に
携
わ
り
な
が
ら
、
技
術
開
発
を

並
行
し
て
進
め
て
新
た
に
提
供
で
き
る
技
術
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
ら
が
開
発
し
た
技
術
が
社
会
の

役
に
立
つ
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
何
よ
り

の
喜
び
で
す
。
こ
の
よ
う
に
内
外
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
集
い
、
そ
の
ス

キ
ル
を
高
め
あ
っ
て
、
価
値
を
産
み
出
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
、

そ
の
よ
う
な
場
の
形
成
、
発
展
こ
そ
が
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
エ
ン
ジ
ン
で
す
。

　

半
導
体
は
幅
広
い
技
術
の
結
晶
で
す
。
そ
れ
を
一
人
で
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
多
様
性
の
交
わ
り
が
必
要
で
す
。
我
々 

μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
多
く
の
人
、
技
術
、
情
報
が
交
わ
る
場
と
し
て
、
ま
さ

に
、
様
々
な
音
が
響
き
あ
う“m

usic”

を
奏
で
る
よ
う
な
場
を
作
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
次
世
代
で
活
躍
す
る
新
し

い
技
術
、
人
材
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
現
役
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
み
な

ら
ず
、
次
代
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
、
中
学
生
や

高
校
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
、
半
導
体
、
広

い
意
味
で
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

試
み
も
続
け
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
な
も
の
づ
く
り

の
現
場
に
触
れ
る
こ
と
で
、
将
来
の
活
躍
の
場
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●

真
の
連
携
と
は
何
か

日
本
の
半
導
体
産
業
の
た
め
に
、
今
後
、

産
と
学
で
ど
の
よ
う
な
連
携
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
か

　

今
の
日
本
を
見
る
と
、
企
業
も
ア
カ
デ
ミ
ア
も

短
期
的
な
と
こ
ろ
を
見
す
ぎ
て
い
る
面
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
成
果
が
求
め
ら
れ
て
、
腰
を

据
え
た
研
究
開
発
や
リ
ソ
ー
ス
投
資
が
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。ラ
ピ
ダ
ス
は
国
策
で
リ
ス
ク
を
負
っ

て
進
め
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
す
。
半
導
体
の
よ

う
に
資
金
も
リ
ソ
ー
ス
も
必
要
な
分
野
は
一
見
リ

ス
ク
が
大
き
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
市
場
が
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
確
実
な
中
で
、

リ
ス
ク
を
取
っ
て
産
学
連
携
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
共
通
認
識
を
持
つ
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

仙
台
・
東
北
大
学
は
、
半
導
体
分
野
を
引
っ
張
っ

て
き
た
実
績
も
リ
ソ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
し
、
多
く

の
方
に
注
目
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
先
頭
に

立
っ
て
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
各
地
で
取
り
組
み
が
あ
る
中
で
、「
真

の
連
携
」、
本
気
で
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

12



INTERVIEW
す
。
日
本
の
半
導
体
は
、
今
が
と
て
も
大
事
な
時
期
で
す
。「
自
分

の
大
学
だ
け
」「
自
分
の
会
社
だ
け
」
と
言
っ
て
い
ら
れ
る
余
裕
は

ど
こ
に
も
な
い
。
連
携
は
必
須
で
、
腹
を
割
っ
て
力
を
合
わ
せ
、
よ

り
高
み
を
目
指
す
気
概
を
持
て
る
雰
囲
気
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
方
に
も
入
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
醍
醐
味

を
味
わ
い
、
活
躍
し
て
も
ら
え
る
道
筋
を
示
す
こ
と
が
、
我
々
世
代

の
大
事
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
間
を
取
り
持
つ
カ

タ
リ
ス
ト
的
な
人
材
が
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
。
た
だ
日
本
で

は
、
ま
だ
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ
る
人
は
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
大
学
で
も
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）

を
増
や
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
機
能
は
ま
だ
発
展
途
上
で
す
。
海
外

事
例
も
学
び
な
が
ら
、
良
い
事
例
を
横
展
開
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
仕
組
み
を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
間

に
立
っ
て
仕
事
が
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

13
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アカデミアとともに仙台で挑む、
教育事業の最前線

大学の「知」を
社会へ――

INTERVIEW

株式会社 zero to one 代表取締役 CEO、一般社団法人 IMPACT Foundation 

Japan （INTILAQ）代表理事、東北風土マラソン＆フェスティバル 発起人会代

表・実行委員長、東北大学 共創戦略センター特任教授（客員）。

1977 年神奈川県横須賀市生まれ。野村證券の東京およびロンドン支社で金融

分野の経験を積んだ後、日米で起業・経営に携わる。2016 年に仙台を拠点と

して zero to one 創業。ハーバード・ビジネススクール MBA。日本ディープラー

ニング協会理事、宮城県登米市「とめふるさと大使」等も務める。
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キ
ャ
リ
ア
の
転
機
と
東
北
と
の
出
会
い

現
在
、
竹
川
さ
ん
は
仙
台
を
拠
点
に
教
育
事
業
を
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ 

さ
い
。

　

私
は
神
奈
川
県
横
須
賀
市
出
身
で
、
東
北
と
は
も
と
も
と
直
接
の

縁
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
は
東
京
で
、
そ
の
後
、

野
村
證
券
に
入
社
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
留
学
、
ロ
ン
ド
ン
勤
務
を
経
験

し
ま
し
た
。
20
代
は
大
企
業
で
過
ご
し
、
30
歳
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
野

村
證
券
を
退
職
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
後
は
起
業
の
道
に
進
み
、
主
に
教
育
分
野
、
特
に
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
活
用
し
た
教
育
（EdTech

）
の
領
域
で
、
仲
間
と
と
も
に

事
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

東
北
と
の
関
わ
り
の
き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大
震
災
で
す
。
当
時

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
自
分
の
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
外
か

ら
日
本
を
見
て
い
る
中
で
、
日
本
の
た
め
、
東
北
の
た
め
に
何
か
し

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
を
見

た
時
に
、
広
い
視
点
で
見
れ
ば
東
北
も
大
切
な
ふ
る
さ
と
で
す
。
最

初
は
寄
付
な
ど
で
関
わ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
最
終
的
に
は
自
分
で

事
業
を
つ
く
る
こ
と
で
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
末
に
帰
国
し
、
２
０
１
４
年
に
登
米
市
で
「
東
北
風

土
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
立
ち
上
げ
た
の
が
、
東
北
と

の
本
格
的
な
関
わ
り
の
始
ま
り
で
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
４
年
7
月
頃
か
ら
、
黒
川
清
先
生
が
代
表
を
務

め
る
一
般
社
団
法
人IM
PACT Foundation Japan

の
活
動
に
参

画
し
ま
し
た
。
カ
タ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
基
金
に
よ
り
、
東
北
で
起
業
家

支
援
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
仙
台
市
、

カ
タ
ー
ル
、
地
域
の
産
官
学
関
係
者
、
東
北
大
学
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
２
０
１
６
年
に
仙
台
・
卸
町
で
「IN

TILAQ

（
イ
ン
テ
ィ

ラ
ッ
ク
）
東
北
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

IN
TILAQ

は
起
業
支
援
施
設
で
す
が
、「
起
業
し
ろ
」
と
言
う
だ
け

で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
が
や
ろ
う
と
考
え
、
創
業
第
1
号
と
し
て

立
ち
上
げ
た
の
が
株
式
会
社zero to one

で
す
。
社
名
に
は
、「
ゼ

ロ
を
イ
チ
に
す
る
」
と
い
う
教
育
的
な
意
味
と
、IN

TILAQ

初
の

登
記
企
業
と
い
う
意
味
も
込
め
て
い
ま
す
。

　

zero to one

で
は
、「
社
会
と
と
も
に
イ
キ
イ
キ
と
生
き
生
き
続

け
る
力
を
引
き
出
す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
教
育
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
当
初
は
Ａ
Ｉ
や
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
か
ら
始
め
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
、
ク

ラ
ウ
ド
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
と
領
域
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
最
近
は
、

東
北
大
学
と
半
導
体
分
野
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
、Im

pact Foundation Japan

、

zero to one

の
3
つ
す
べ
て
で
代
表
を
務
め
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●

15
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INTERVIEW
大
学
と
の
連
携
│
│
「
知
」
と

「
デ
リ
バ
リ
ー
」
の
役
割
分
担

教
育
事
業
を
経
営
さ
れ
る
な
か
で
、
大
学
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い

　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
大
学
は
「
知
」
を
持
っ
て
お
り
、
そ

れ
自
体
が
教
育
に
お
け
る
最
大
の
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
私
た
ち
は
民
間
企
業
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
設
計

や
運
営
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
産
業
界
と
の
接
点

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
が
持
つ
知
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
私
た
ち
が
教
育

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
社
会
に
届
け
る
。
こ
の
役
割
分
担
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
連
携
方
法
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、
シ
ラ
バ
ス

設
計
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
教
材
内
容
の
正
確
性
や
範
囲

に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま
す
。
監
修
と
し
て
定
期
的
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
一
橋
大
学
や
東
北
大
学
の
事
例
の
よ
う
に
、
大
学
側

が
企
画
・
登
壇
し
た
講
義
や
ゲ
ス
ト
講
演
を
映
像
化
・
教
材
化
し
、

テ
ス
ト
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
形
も
増
え
て
い
ま
す
。
分

野
や
連
携
の
深
さ
に
よ
っ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
が
、「
大

学
の
知
」
と
「
民
間
の
デ
リ
バ
リ
ー
力
」
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
が

本
質
で
す
。

日
本
で
は
、
な
か
な
か
個
人
の
ス
キ
ル
と
報
酬
が
連
動
し

づ
ら
く
、
教
育
へ
の
投
資
が
働
き
に
く
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
日
本
で
は
、
教
育
へ
の
投
資
が
そ
の
後
の

役
職
や
報
酬
に
ど
う
結
び
つ
く
の
か
が
見
え
に
く
く
、
個
人
が
自
腹

で
学
ぶ
文
化
が
根
付
き
に
く
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
実
務
的
な
教
育
を
受
け
て
ス
キ
ル
が
上
が
れ
ば
、

転
職
や
昇
進
、
給
与
に
比
較
的
早
く
反
映
さ
れ
ま
す
。
教
育
に
対
す

る
Ｒ
Ｏ
Ｉ
（Return O

n Investm
ent

：
投
資
利
益
率
）
が
非
常
に

分
か
り
や
す
く
、
回
収
サ
イ
ク
ル
が
早
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

日
本
で
は
そ
の
前
提
が
な
い
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
を
始
め
た

当
初
か
ら
、
個
人
が
自
発
的
に
高
額
な
教
材
を
購
入
す
る
世
界
観
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
が
、
教
育
の

先
に
あ
る
リ
タ
ー
ン
を
可
視
化
す
る
仕
組
み
と
、
個
人
で
は
な
く
企

業
が
お
金
を
払
う
理
由
づ
く
り
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
の
分
野
で
は
、
日
本
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
協
会
（
Ｊ
Ｄ
Ｌ

Ａ
）
と
と
も
に
「
Ｇ
検
定
」「
Ｅ
資
格
」
の
よ
う
な
資
格
制
度
づ
く

り
に
関
わ
り
ま
し
た
。
企
業
が
評
価
で
き
る
「
ス
タ
ン
プ
」
を
用
意

す
る
こ
と
で
、
教
育
と
産
業
ニ
ー
ズ
を
接
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時

は
、
東
京
大
学
の
松
尾
豊
先
生
や
東
北
大
学
の
岡
谷
貴
之
先
生
と
連

携
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
と
の 

「
さ
く
ら
の
ク
ラ
ウ
ド
検
定
」「
さ
く
ら
の
Ａ
Ｉ
検
定
」
も
同
様
で
す
。

　

教
育
単
体
で
は
な
く
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
全
体
を
設
計
す
る
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｇ
検
定
の
よ
う
な
資
格
制
度
づ
く
り
の
場
面
で
は
、
ア
カ

デ
ミ
ア
は
一
種
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の

役
割
も
あ
り
そ
う
で
す
ね

　

大
学
は
、
技
術
的
に
も
研
究
的
に
も
、
産
業
の
最
先
端
を
語
る
正

当
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
日
本
で
は
学
と
産
の
距
離
が
離

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。
産
業
界
が
大
学
の
こ
と

を
、「
あ
れ
は
あ
く
ま
で
大
学
の
中
で
の
研
究
だ
か
ら
」
と
い
っ
た

具
合
に
、
ど
こ
か
実
業
か
ら
遠
い
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
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INTERVIEW
　

Ｊ
Ｄ
Ｌ
Ａ
で
は
、
松
尾
豊
先
生
が
代
表
を
務
め
つ
つ
、N

VID
IA

を
は
じ
め
と
す
る
外
資
系
企
業
、
国
内
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
大
企
業

が
一
体
と
な
る
「
場
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
産
学
官
が
同
じ
箱
に

入
る
こ
と
自
体
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
研

究
者
の
言
葉
が
社
会
か
ら
一
人
歩
き
し
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。 

日
本
で
は
学
と
産
の
距
離
が
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と

の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す

か
？

　

も
と
も
と
日
本
企
業
は
、
い
つ
芽
が
出
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な

研
究
開
発
を
、
自
社
内
に
お
い
て
長
期
目
線
で
大
事
に
育
て
て
い
く

文
化
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
例
え
ば
東
レ
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ

バ
ー
は
１
９
６
１
年
に
本
格
的
に
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
最
初

は
ず
っ
と
大
赤
字
が
続
き
、
そ
れ
を
長
年
耐
え
抜
い
た
後
に
、
世
界

中
の
航
空
機
の
構
造
材
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
に
も
短
期
目
線
が
求
め
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
型
資

本
市
場
の
原
理
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
不
採
算
事
業
は
ど
ん
ど
ん
縮

小
し
、
す
ぐ
に
実
に
な
ら
な
い
研
究
開
発
に
は
な
か
な
か
予
算
を
か

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
自
身
ハ
ー
バ
ー
ド
に
い
た
頃

に
調
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
四
半
期
決
算
が
導
入
さ
れ
て
か

ら
日
本
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
長
期
目
線
の
話
を
す
る
機
会
が
ぐ
ん
と
減
り
、

ア
メ
リ
カ
よ
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
短
期
目
線
の
市

場
原
理
を
前
提
と
し
て
い
た
の
で
、
昔
か
ら
「
す
ぐ
に
実
に
な
る
研

究
は
自
社
内
で
、
中
長
期
の
研
究
は
大
学
と
連
携
し
て
や
る
」
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
て
い
た
。
日
本
企
業
は
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
自

社
内
で
研
究
開
発
が
完
結
し
て
い
た
た
め
に
、
資
本
市
場
の
構
造
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
今
も
な
お
「
大
学
の
知
を
活
用
す
る
」
と
い
う

こ
と
を
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
　
●

　
●

東
北
と
世
界
を
繋
げ
る

「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
」

次
に
、
竹
川
さ
ん
が
代
表
を
務
め
ら
れ
る
「
東
北
風
土
マ

ラ
ソ
ン
」
で
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
は
、
登
米
市
の
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア 

ト
ヨ
テ

ツ
の
丘
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し
て
、
1
周
で
ハ
ー
フ
、
2

周
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
な
る
大
会
で
す
。
最
大
の
特
徴
は
、
東
北
の

き
れ
い
な
景
色
の
中
を
走
り
、
地
元
の
方
々
に
応
援
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
２
㎞
お
き
に
東
北
の
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
給
食
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
一
口
サ
イ
ズ
の“

東
北
の
う
ま
い
も
ん”

が
出
て
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
２
㎞
走
っ
た
ら
青
森
の
り
ん
ご
、
次
の
２
㎞
で
秋
田

の
い
ぶ
り
が
っ
こ
、
次
で
南
三
陸
の
笹
か
ま
、
さ
ら
に
次
で
仙
台
牛

の
串
、と
い
っ
た
具
合
に
、東
北
の
魅
力
を
「
風
景
」「
人
の
温
か
さ
」

「
食
」
で
体
感
し
な
が
ら
走
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
「
マ
ラ
ソ
ン
＆
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
称
し
て
、
メ
イ
ン
会

場
で
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
と
日
本
酒
フ
ェ
ス
を
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ナ
ー
は
ゴ
ー
ル
後
に
東
北
中
の
食
と
日
本
酒
を
楽
し
め
ま
す
し
、

例
え
ば
家
族
で
来
て
、
お
父
さ
ん
が
走
っ
て
い
る
間
に
家
族
は
会
場

で
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
で
も
ラ
ン
ナ
ー
で
な
く
て

も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
１
，３
０
０
人
ほ
ど
の
ラ
ン
ナ
ー
で
始
め
ま
し
た
が
、

２
０
１
９
年
時
点
で
は
ラ
ン
ナ
ー
７
，０
０
０
人
、
来
場
者
5
万
人

規
模
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
延
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
ま
た
同
じ
よ
う
な
規
模
ま
で
成
長
さ
せ
る
べ

く
、
続
け
て
い
ま
す
。 



INTERVIEW
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
起
業
家
、 

一
見
関
連
性
が
な
さ
そ
う
に
思

え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
想
い

か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　

東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
言

う
と
、
す
ご
く
シ
ン
プ
ル
で
す
。
そ

の
時
期
に
い
ち
ば
ん
必
要
だ
と
思
っ

た
こ
と
を
や
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
儲
け
を
出
し
て
成
長
す
る

仕
組
み
で
は
な
い
の
で
、
今
で
も
こ

れ
か
ら
も
、
ラ
イ
ス
ワ
ー
ク
と
い
う

よ
り
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
直
後
は
、
行
動
力
の
あ
る
人

が
外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
つ

け
ま
し
た
。
た
だ
、
1
か
月
く
ら
い

す
る
と
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ

て
は
い
け
な
い
」「
プ
ロ
し
か
来
る

な
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
も
出
て
き
て
、

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
、
何
も
で

き
な
い
と
い
う
人
が
、
自
分
も
含
め
て
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
「
何
か
し
た
い
け
ど
で
き
な
い
」
も
ど
か
し
さ
が
あ
る
一
方

で
、
東
北
の
現
地
で
は
本
当
は
支
援
が
必
要
で
、
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
て
い
な
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ

て
い
る
「
東
北
の
外
」
の
人
た
ち
が
、
も
っ
と
気
軽
に
東
北
に
関
わ

れ
る
き
っ
か
け
を
作
れ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
最
初
の
発
想
で
す
。

　

別
に
音
楽
フ
ェ
ス
で
も
、
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
で
も
、
日
本
酒
祭
り
で

も
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
中
の
人
が

参
加
者
の
中
心
に
な
り
が
ち
で
す
。
お
祭
り
と
い
う
手
段
も
あ
り
ま

す
が
、
七
夕
祭
り
や
ね
ぶ
た
祭
り
の
よ
う
に
全
国
的
に
有
名
に
な
ら

な
い
と
な
か
な
か
外
か
ら
人
を
呼
ん
で
く
る
の
は
難
し
い
。

　

い
ろ
い
ろ
選
択
肢
が
あ
る
中
で
、
実
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
い
ち
ば

ん
外
か
ら
人
を
呼
べ
る
〝
フ
ッ
ク
〞
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
し
た
。

私
自
身
も
当
時
は
市
民
ラ
ン
ナ
ー
で
し
た
が
、
魅
力
的
な
大
会
が
あ

れ
ば
県
境
も
国
境
も
関
係
な
く
行
く
、
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。
だ
か

ら
「
外
か
ら
人
を
呼
べ
る
手
段
」
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
を
選
び
ま
し
た
。

　
「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
」
と
し
た
の
は
、
土
地
の
環
境
や
景
色
、

人
の
温
か
さ
と
い
っ
た
〝
風
土
〞
に
、食
や
日
本
酒
の
魅
力
（〝
フ
ー

ド
〞）
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
東
北
の
内
と
外
を
つ
な
げ
た
か
っ
た
か

ら
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
そ
の
た
め
の
媒
体
の
よ
う
な
役
割
で

す
ね
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
「
マ
ラ
ソ
ン
で
東
北
と
世
界
を
つ
な
げ
る
」

と
言
っ
て
い
る
通
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
や
り
た
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
東
北
と
世
界
を
つ
な
げ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
た
ま
た

ま
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
い
ち
ば
ん
適
し
て
い
た
、
と
い
う
位
置
づ
け
で

す
。

実
際
に
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
を
や
ら
れ
て
き
て
、
外
か
ら

来
て
く
れ
た
方
や
、
地
域
と
外
の
人
を
つ
な
ぐ
中
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

　

た
と
え
ば
東
京
か
ら
チ
ー
ム
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
た
方
々
が
、

現
地
の
方
と
仲
良
く
な
っ
て
、
翌
年
か
ら
親
戚
の
家
に
泊
ま
り
に
行

く
よ
う
な
感
覚
で
ま
た
遊
び
に
来
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
の
よ
う
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
方
が
い
る

の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
中
高
生
の
頃
に
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
た
子
が
、
大
学
で
東
京
に
出
て
も
、
年
に
1
回
東
北
風
土
マ
ラ
ソ

ン
の
時
だ
け
地
元
に
戻
っ
て
き
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
る
、

就
職
し
て
か
ら
も
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
、
と
い

う
人
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
「
こ
の
機
会
に
東
北
に
足
を
運
ん
で
お
金
を
使
う
」

と
決
め
て
来
て
く
れ
る
人
も
多
い
で
す
。
台
湾
や
香
港
か
ら
団
体
で
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来
て
く
れ
る
方
々
も
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
、
東
北
と
世
界
を
つ
な
ぐ
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
最
初

か
ら
「
東
北
に
恩
返
し
を
す
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
参
加
し
て

く
れ
る
人
た
ち
が
多
い
大
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
は
、
実
は
広
告
宣
伝
費
は
ま
っ
た
く
使
っ
て

い
ま
せ
ん
。
口
コ
ミ
と
メ
デ
ィ
ア
露
出
だ
け
で
来
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
趣
旨
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
感
し
て
来
て
く
れ
て
い
る

人
が
多
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
　
●
　
●

仙
台
と
い
う
都
市
が
持
つ

強
み
と
可
能
性

仙
台
を
拠
点
に
教
育
事
業
を
経
営
さ
れ
る
な
か
で
感
じ
ら

れ
た
、
東
北
・
仙
台
の
特
長
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ま
ず
、
東
北
は
産
官
学
金
の
距
離
が
物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
近

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
教
育
分
野
は
、
産
学
を
含
め
て
境
界
を

越
え
る
こ
と
に
よ
る
強
さ
が
重
要
に
な
る
領
域
で
す
。
教
育
と
い
う

事
業
を
や
る
上
で
、
産
官
学
金
の
近
さ
は
地
域
の
強
み
に
も
な
り
得

る
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
仙
台
Ｘ-

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
産
学
で
作
っ
た
Ａ
Ｉ
関
連
の
教
材
を
官
の

支
援
で
地
域
人
材
の
育
成
に
活
か
し
て
、
産
を
育
て
る
と
い
う
形
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
取
り
組
ん
で
い
る
半
導
体
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
、
そ
の
よ
う
に
産
官
学
の
垣
根
を
越
え
て
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
仙
台
の
特
長
は
、
仙
台
の
風
土
と
い
う
か
空
気
感
、

心
地
よ
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
東
京

と
い
っ
た
大
都
市
で
働
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
仙
台
は
せ
わ
し

す
ぎ
ず
、
か
と
い
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
よ
う
に
歴
史
が
重
す

ぎ
て
時
間
の
流
れ
が
遅
す
ぎ
る
わ
け
で
も
な
い
。

　

こ
の
独
特
の
空
気
感
や
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
事
業
を
進
め
る
上
で
大

事
な
要
素
で
す
。
ど
の
程
度
の
「
都
市
の
時
間
の
流
れ
」
が
最
適
か
、

に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
や
業
種
に
よ
っ
て
答
え
は
変
わ
る
と
思
い

ま
す
が
、
教
育
事
業
の
よ
う
に
、
人
を
育
て
、
成
長
を
見
守
る
分
野

や
、
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
の
よ
う
に
時
間
が
か
か
る
領
域
に
は
、
仙
台

の
心
地
よ
い
ス
ピ
ー
ド
感
は
合
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
仙

台
と
い
う
都
市
が
持
つ
独
特
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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知
的
好
奇
心
が
も
た
ら
す

心
豊
か
な
社
会
の
創
造

ま
ず
最
初
に
、
大
草
さ
ん
ご
自
身

の
現
在
の
活
動
に
つ
い
て
、
簡
単

に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
東
北
大
学
理
学
部
の
出
身

で
、
２
０
０
５
年
の
在
学
中
に
起
業

し
て
以
来
、「
知
的
好
奇
心
が
も
た

ら
す
心
豊
か
な
社
会
の
創
造
に
む
け

て
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
仙
台
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
は 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人natural science

の
理
事

と
し
て
、
科
学
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
の
中
心
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
が
科
学
や
技
術
に
触
れ
な
が
ら
、
自

分
自
身
で
考
え
る
き
っ
か
け
を
持
て
る
よ

う
な
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
仙

台
市
の
市
議
会
議
員
と
し
て
、
地
域
の
知

的
資
源
が
教
育
・
経
済
・
ま
ち
づ
く
り
に

還
元
さ
れ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
「
科
学
・
技

術
の
地
産
地
消
」
を
公
約
に
掲
げ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
知
的
好
奇
心
と
い
う
言
葉

は
、
教
育
や
研
究
の
文
脈
で
使
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
私
自
身
は
、
そ
れ
が

地
域
社
会
の
あ
り
方
や
、
人
々
の
暮
ら
し

の
質
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
な
ど
で
、
科
学

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
有
識
者
と
し
て

も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
全

国
の
小
中
高
校
に
配
布
さ
れ
る
学
習
資
料
の
企
画
や
審
査
、
大
阪
・

関
西
万
博
に
お
け
る
産
学
連
携
成
果
の
展
示
に
関
す
る
審
査
な
ど
で

す
。

　

い
ず
れ
も
、
科
学
や
技
術
の
成
果
を
、
専
門
家
の
間
だ
け
で
完
結

さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
ど
の
よ
う

に
受
け
取
っ
て
も
ら
う
か
を
考
え
る
役
割
と
思
っ
て
い
ま
す
。
立
場

や
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
私
自
身
の
中
で
は
一
貫
し
て
、

「
科
学
や
技
術
の
プ
ロ
セ
ス
を
可
視
化
・
共
有
化
す
る
場
を
つ
く
り
、

人
々
の
知
的
好
奇
心
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
」
と

い
う
目
的
を
持
ち
続
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●

「
不
思
議
に
思
え
な
く
な
っ
た
自
分
」

へ
の
気
づ
き

そ
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

根
本
に
あ
る
の
は
、
私
た
ち
が
住
む
世
界
が
ど
ん
ど
ん
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
い
て
、
こ
の
こ
と
が
人
々
や
社
会
全
体
に
対
し
て

大
き
な
リ
ス
ク
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題

意
識
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、
活
動
の
き
っ
か
け
が
、
私
自
身
が
そ
の
問
題
の
典

型
例
だ
っ
た
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

理
学
部
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
学
生
時
代
、
自
然
現
象
を
前
に

し
て
も
、
先
生
か
ら
「
そ
う
い
う
も
の
だ
」
と
説
明
さ
れ
る
と
、
そ

れ
以
上
深
く
考
え
ず
に
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、「
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
」「
本
当
に
そ
う
な
の

か
」
と
立
ち
止
ま
る
べ
き
場
面
で
も
、
不
思
議
に
も
疑
問
に
も
思
わ

ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
に
、
あ
る
時
、
強
い
違
和
感

を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
研
究
も
で
き
な
い
し
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

知的好奇心は、社会を動かす原動力になる
ブラックボックス化する社会のなかで、「なぜ？」を取り戻す
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こ
と
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
修
士
1
年
生
の
頃
、
も
の
す
ご

く
思
い
詰
め
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
状
態
を
嘆
く
だ
け
で
は
、
何
も

変
わ
ら
な
い
。で
あ
れ
ば
、「
不
思
議
に
思
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
い
う
自
分
の
弱
さ
を
受
け
入
れ
、
そ
こ
か
ら
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
考
え
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
周
囲
を
見
渡
す
と
、
こ
れ
は
私
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、

社
会
全
体
の
問
題
で
は
な
い
か
と
も
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社

会
が
成
熟
し
、
細
分
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
、
部
分
最
適
に
陥
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
こ
と
が
多
く
の
根
本
的
な
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
自
分
の
問
題
で
あ
り
、
同
時
に
社
会
の
問
題
で
も

あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
課
題
に
向
き
合
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
自

分
の
責
任
で
、
地
に
足
の
つ
い
た
形
で
や
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
考

え
て
、
在
学
中
に
起
業
し
、
現
在
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
の
問
題
と
社
会
全
体
の
問
題
が
繋
が
っ
て
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

私
た
ち
は
、
そ
の
中
身
を
知
ら
な
く
て
も
成
果
だ
け
を
受
け
取
れ

る
、
と
て
も
便
利
な
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
便
利

さ
と
引
き
換
え
に
、
自
分
の
脳
み
そ
を
積
極
的
に
使
う
機
会
が
失
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
た
る
例
が
科
学
や
技
術
の
分
野
で
す
。
科
学
技
術
の
こ
と

を
何
も
知
ら
な
く
て
も
成
果
を
享
受
で
き
る
一
方
で
、
本
当
は
知
ら

な
い
は
ず
の
こ
と
を
、
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
、
不
思

議
に
も
思
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
「
不
思
議
に
思
わ
な
い
」

感
覚
こ
そ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
根
源
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
分
か
ら
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
思
わ
な
け
れ
ば
、
確
か
め
て

み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
も

の
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
資
源
が
乏
し
く
、
人
の
知
恵
で
戦
う
し
か
な
い
国
だ
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
科
学
技
術
創
造
立
国
を
掲
げ
る
一
方
で
、
物
事

を
当
た
り
前
に
思
っ
て
し
ま
う
姿
勢
は
、
実
は
国
を
揺
る
が
す
く
ら

い
大
き
な
社
会
的
リ
ス
ク
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●

●
　
●

サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
と
科
学
・
技
術
講
座

そ
の
問
題
意
識
に
対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人natural 

science
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

natural science

の
活
動
は
、
大
き
く
二
つ
の
柱
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
年
に
一
度
、
仙
台
で
開
催
し
て
い
る
科
学
イ
ベ
ン

ト
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
」
で
す
。

サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
は
、「
科
学
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に

至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
五
感
で
体
感
で
き
る
日
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
ま
す
。
研
究
者
や
技
術
者
が
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
試
行

錯
誤
の
中
か
ら
、「
本
人
が
最
も
面
白
い
と
感
じ
て
い
る
部
分
」
を

切
り
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
実
験
や
工
作
と
い
う
形
で
来
場
者
が

体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
を
開
催
し
た
の
は
２
０
０
７
年
で
、

こ
の
時
は
自
分
た
ち
の
オ
フ
ィ
ス
で
は
じ
め
た
来
場
者
40
人
ほ
ど
の

小
さ
な
集
ま
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
た
く
さ
ん
の
先
生
や
研
究
者
の

方
々
と
お
話
す
る
な
か
で
、
少
し
ず
つ
賛
同
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
、
翌
年
よ
り
場
所
を
東
北
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
移
し
、
現

在
で
は
、
大
学
・
研
究
機
関
・
企
業
な
ど
約
２
０
０
団
体
が
参
加
、

1
日
で
１
２
０
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
1
万
人
ほ
ど
の

方
が
毎
年
来
場
す
る
、
全
国
最
大
級
の
科
学
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
ま

し
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
を
開
始
し
た
当
時
は
、「
イ
ベ
ン
ト
を

大
き
く
し
た
い
」
と
い
う
よ
り
も
、「
科
学
の
プ
ロ
セ
ス
っ
て
、
実

は
人
に
よ
っ
て
全
然
違
う
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
ア
プ
ロ
ー
チ
も

多
様
だ
よ
ね
」「
そ
の
多
様
性
を
、
一
つ
の
場
と
し
て
見
え
る
形
に

し
た
い
」
と
い
う
思
い
の
方
が
強
か
っ
た
の
で
す
。

　

研
究
者
や
先
生
の
方
に
一
人
ひ
と
り
声
を
か
け
、
な
ぜ
そ
れ
を
面

白
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、
ど
こ
に
試
行
錯
誤
が
あ
る
の
か
を
丁
寧

に
聞
き
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
形
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
積

み
重
ね
が
、
今
の
サ
イ

エ
ン
ス
・
デ
イ
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
活
動
の

柱
が
、
小
中
高
生
を
対

象
に
し
た
科
学
技
術
講

座
で
す
。
こ
れ
は
、
単

発
の
体
験
で
は
な
く
、

継
続
的
に
科
学
的
思
考

力
と
創
造
力
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
自
分
が
面
白
い

と
感
じ
た
こ
と
を
、
ど

う
確
か
め
、
ど
う
形
に

し
て
い
く
の
か
。
そ
の

思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
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日
常
の
中
で
何
度
も
行
き
来
し
な
が
ら
身
に
つ
け
て
い
く
。
そ
の
た

め
の
場
と
し
て
講
座
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

仙
台
・
東
北
と
い
う
地
域
は
、
よ
く
「
何
も
な
い
」
と
言
わ
れ
る

地
域
で
す
が
、
科
学
を
切
り
口
に
見
る
と
、
豊
か
な
知
的
資
源
が
豊

富
に
あ
る
土
地
で
す
。
実
は
、
私
自
身
も
起
業
し
て
自
分
で
活
動
す

る
ま
で
は
よ
く
知
ら
ず
再
発
見
の
日
々
で
す
が
、
せ
っ
か
く
知
的
生

産
活
動
が
日
々
、
私
た
ち
の
生
活
と
物
理
的
に
は
近
い
場
所
で
行
わ

れ
て
い
る
地
の
利
を
活
か
し
、
知
的
資
源
が
教
育
的
価
値
と
し
て
地

域
に
還
元
さ
れ
る
循
環
を
つ
く
り
た
い
。
そ
れ
を
「
科
学
・
技
術
の

地
産
地
消
」
と
名
付
け
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
『
学
都
「
仙
台
・
宮

城
」
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
を
形
成
し
ま
し
た
。
趣
旨
に
賛

同
い
た
だ
い
て
現
在
、
大
学
・
研
究
機
関
や
企
業
、
行
政
団
体
な
ど

約
３
０
０
団
体
が
参
画
し
、
市
民
も
約
3
万
5
千
人
が
個
人
会
員
と

し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。 

●
　
●

　
●

科
学
は
「
完
璧
で
客
観
的
」
で
は
な
く
、

「
人
間
的
な
営
み
」

多
く
の
研
究
者
の
方
に
取
材
さ
れ
て
き
た
中
で
、
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
だ
い
た
い
５
０
０
人
ほ
ど
の
研
究
者
の
方
に
取
材
し

て
き
ま
し
た
。
取
材
を
始
め
た
当
初
、
私
は
、
科
学
と
い
う
も
の
は

も
っ
と
完
璧
で
、
客
観
的
で
、
整
理
さ
れ
た
体
系
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
の
話
を
聞
く
よ
う
に
な

る
と
、
そ
の
考
え
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
完
成
し
た
論

文
や
成
果
だ
け
を
見
る
と
、
と
て
も
整
っ
て
見
え
る
の
で
す
が
、
科

学
や
技
術
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
想
像
以
上
に
人
間

的
な
営
み
で
す
。「
あ
、
こ
れ
面
白
い
な
」
と
い
う
す
ご
く
主
観
的

な
感
覚
か
ら
は
じ
ま
り
、
内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
原
動
力
に
何

度
も
試
行
錯
誤
し
て
い
く
。
後
か
ら
見
れ
ば
客
観
的
な
成
果
に
見
え

ま
す
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
す
ご
く
人
間
ら
し
い
感
覚
や
好
奇
心

で
動
い
て
い
ま
す
。

　

第
一
線
で
科
学
技
術
に
挑
戦
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
芯
が
非
常
に

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
そ
の
芯
は
意
外
な

ほ
ど
シ
ン
プ
ル
で
、「
自
分
が
本
当
に
面
白
い
と
思
え
る
か
ど
う
か
」

と
い
う
一
点
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
感
覚
を
信
じ
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
積
み
重
ね
て
き
た
量

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
結
果
と
し
て
強
い
芯
に
な
り
、
世
界
で
通
用
す

る
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●
　
●

　
●

内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

聞
き
手
の
中
に
も
芽
生
え
る

そ
う
し
た
研
究
者
の
姿
勢
に
触
れ
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な

気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
か
。

　

研
究
者
の
方
が
、
自
分
が
面
白
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
と
、

聞
い
て
い
る
側
に
も
、「
自
分
も
見
て
み
た
い
」「
も
っ
と
知
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
、
自
然
に
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
専
門
用
語
が

分
か
る
か
ど
う
か
と
は
、
ほ
と
ん
ど
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
人
の
内
側
か
ら
湧
き
上
が
る
内
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、

専
門
分
野
の
枠
を
超
え
て
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
大
人
で
あ
っ

て
も
、
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、「
楽
し
そ
う
」「
面
白
そ
う
」
と
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
そ
う
し
た
内
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、

誰
に
で
も
見
え
る
よ
う
な
世
界
を
形
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
の
有
無
や
立
場
に
関
係
な
く
、「
面
白
い
」
と
い
う
感
覚

が
共
有
さ
れ
る
。
そ
の
状
態
を
、
意
識
的
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●

20
年
間
探
し
続
け
て
き
た
、

仙
台
・
東
北
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

仙
台
・
東
北
と
い
う
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
問
い
は
、
私
自
身
が
20
年
間
ず
っ
と
考
え
続
け
て
き
た
テ
ー

マ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
外
発

サイエンス・デイ
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的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
で
す
。
外
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

（
＝
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
評
価
、
制
度
、
報
酬
な
ど
）
が
強
く
な
り

す
ぎ
る
と
、
内
側
か
ら
湧
き
上
が
る
「
面
白
い
」「
や
り
た
い
」
と

い
う
内
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
枯
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
学
術

的
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
視
点
で
東
北
を
見
る
と
、
特
徴
的
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
あ
た
り
の
歴
史
に
つ
い
て
は
加
藤
先
生
か
ら
も
お
話
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
北
大
学
は
、
東
京
か
ら
物
理
的
な
距
離
が
あ
っ

た
り
、
設
立
時
に
１
０
０
％
国
の
資
金
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
中
央
の
国
策
に
過
度
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

篤
志
家
や
企
業
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
分
、「 

学
問
や

研
究
に
ピ
ュ
ア
に
向
き
合
う 

」
と
い
う
姿
勢
が
育
ま
れ
て
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
策
か
ら
距
離
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
試
行

錯
誤
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
独
創
的
な
成
果

に
つ
な
が
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。　

私
は
、
こ
う
し
た
内
発

的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
育
ま
れ
て
き
た
土
壌
こ
そ
が
、
東
北
の
大
き

な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●

人
と
人
を
つ
な
ぐ
媒
介
は
、
知
的
好
奇
心
と

い
う
内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
は
、
立
場
を
超
え
た
人
々
を
つ

な
ぐ
役
割
を
担
う
「
カ
タ
リ
ス
ト
」
の
存
在
が
重
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
大
草
さ
ん
ご
自
身
は
、
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

実
は
、
私
自
身
は
、「
つ
な
ぐ
」
と
い
う
意
識
で
や
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
や
り
た
い
の
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
や
関
係
性
を
、
も
う

一
度
社
会
や
人
々
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

分
業
化
や
個
別
最
適
が
進
み
、
本
来
あ
る
は
ず
の
関
係
性
が
感
じ

に
く
く
な
っ
て
い
る
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
場
を
つ
く
り
、
関

係
性
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
と
き
に
媒
介
に
な
る
の
は
、
内
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

人
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
、「
こ
れ
が
面
白
い
」「
こ
れ
を
形
に
し

た
い
」「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

　

こ
の
内
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
立
場
や
年
齢
、
専
門
性
を

超
え
て
共
鳴
し
ま
す
。
子
ど
も
と
研
究
者
、
専
門
家
と
一
般
の
人
と

い
っ
た
属
性
の
違
い
は
、
本
来
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
で
は
、
子
ど
も
と
専
門
家
が
同
じ
土
俵
に
立

つ
場
面
が
自
然
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、「
ど
ん
な
立
場
か
」

で
は
な
く
、「
何
を
面
白
い
と
思
っ
て
い
る
か
」
が
共
有
さ
れ
る
。

　

内
発
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
は
そ
れ
を
伝

え
た
い
と
思
い
、
聞
く
側
も
知
り
た
い
と
思
う
。
そ
れ
が
結
果
と
し

て
、
立
場
を
超
え
て
人
と
人
を
つ
な
ぐ
媒
介
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

大
草
さ
ん
ご
自
身
が
、
こ
の
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
は
自
分
自
身
も
、
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
価

値
を
発
見
で
き
た
ら
嬉
し
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
嬉

し
さ
を
、自
分
だ
け
の
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々

と
共
有
で
き
た
ら
、
そ
れ
が
ま
た
す
ご
く
大
き
な
価
値
に
な
る
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「社会と科学」意見交換・交流会 サイエンス・デイ・アワード　表彰式
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東
北
大
学
の
興
り
―
―

古
河
家
の
寄
付
と
、

原
敬
と
い
う
触
媒

　

東
北
大
学
は
１
９
０
７
年
、

日
本
で
三
番
目
の
帝
国
大
学
と

し
て
設
立
さ
れ
た
。
東
京
帝
国

大
学
、
京
都
帝
国
大
学
に
続
く

存
在
で
は
あ
る
が
、
そ
の
成
立

過
程
と
理
念
に
は
、
他
の
帝
国

大
学
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。

　

日
露
戦
争
直
後
と
い
う
国
家

財
政
が
逼
迫
し
た
時
代
に
設
立

さ
れ
た
東
北
大
学
は
、
国
費
だ

け
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
民

間
篤
志
家
の
寄
付
を
重
要
な
原

資
と
し
て
い
た
。
１
９
１
１
年

に
仙
台
の
地
に
本
格
的
な
キ
ャ

ン
パ
ス
が
形
成
さ
れ
る
際
、
そ

の
主
要
な
校
舎
群
は
、
足
尾
銅

山
の
経
営
を
基
盤
に
成
長
し
た

古
河
家
の
寄
付
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
た
。
古
河
家
は
後
の
古
河

電
気
工
業
へ
と
連
な
る
財
閥
で

あ
り
、
一
方
で
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
と
い
う
日
本
初
の
本
格
的
公
害

事
件
を
引
き
起
こ
し
た
企
業
グ
ル
ー
プ
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
古
河
家
が
東
北
大
学
へ
の
寄
付
に
踏
み

切
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
東
北
出
身
の
政
治
家
で
あ
り
、

後
に
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
原
敬
で
あ
る
。
原
敬
は
当
時
、
政
府
の

中
枢
に
位
置
す
る
政
治
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
古
河
家
の
顧
問
も
務

め
て
お
り
、
企
業
が
社
会
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
強
く
意
識

し
て
い
た
。
原
は
、
単
な
る
利
益
追
求
で
は
な
く
、
日
本
の
未
来
、

と
り
わ
け
東
北
地
域
の
振
興
に
資
す
る
形
で
の
社
会
的
投
資
と
し
て
、

大
学
設
立
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
古
河
家
に
説
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
で
生
ま
れ
た
東
北
大
学
に
は
、
設
立
当

初
か
ら
「
実
学
尊
重
」
と
い
う
理
念
が
根
づ
い
て
い
る
。
学
術
研
究

は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
内
部
に
閉
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
成
果
を
社
会
へ
と
還

元
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
理
念

は
、
そ
の
後
の
東
北
大
学
の
産
学
連
携
や
研
究
所
の
発
展
に
一
貫
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

地
元
の
篤
志
家 

狩
野
文
庫
と
齋
藤
報
恩
会

　

東
北
大
学
の
学
術
基
盤
を
形
づ
く
っ
た
の
は
、
中
央
の
財
閥
だ
け

で
は
な
い
。
東
北
出
身
の
篤
志
家
た
ち
が
、
文
系
・
理
系
双
方
の
発

展
に
お
い
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

文
系
分
野
の
基
礎
を
築
い
た
象
徴
的
存
在
が
、
秋
田
出
身
の
思
想

家
・
教
育
者
で
あ
る
狩
野
亨
吉
で
あ
る
。
狩
野
亨
吉
は
、
旧
制
第
一

高
等
学
校
長
や
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
長
を
務
め
た
人
物
で
、
生

涯
に
わ
た
り
膨
大
な
学
術
資
料
を
収
集
し
た
。
そ
の
蔵
書
群
は
、
後

に
「
狩
野
文
庫
」
と
し
て
知
ら
れ
、
１
９
１
２
年
以
降
、
数
回
に
わ

た
っ
て
東
北
大
学
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

当
時
の
東
北
大
学
は
理
学
部
を
中
心
と
す
る
理
科
大
学
で
あ
り
、

文
系
学
部
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
初
代
総
長
で
あ

る
澤
柳
政
太
郎
は
、
東
北
大
学
が
将
来
、
総
合
大
学
と
し
て
発
展
す

る
た
め
に
は
、
文
系
研
究
の
確
固
た
る
基
盤
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
た
。
澤
柳
は
自
ら
動
き
、
仙
台
出
身
の
実
業
家
で
あ
り
貴
族

院
議
員
で
も
あ
っ
た
荒
井
泰
治
か
ら
の
寄
附
を
得
て
、
狩
野
文
庫
の

受
け
入
れ
を
実
現
す
る
。
こ
こ
で
は
、
狩
野
亨
吉
と
い
う
個
人
の
学

問
的
遺
産
と
、
澤
柳
政
太
郎
の
大
学
構
想
が
、
篤
志
家
で
あ
り
実
業

家
で
あ
っ
た
荒
井
泰
治
を
介
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、
地
元
篤
志
家
と
し
て
特
筆
す
べ
き
存
在
が
、
石
巻
の

大
地
主
で
あ
っ
た
齋
藤
家
で
あ
る
。
九
代
目
当
主
の
齋
藤
善
右
衛
門

は
、
１
９
２
３
年
に
財
団
法
人
齋
藤
報
恩
会
を
設
立
し
、
自
ら
の
財

を
体
系
的
に
学
術
と
産
業
の
振
興
へ
と
還
元
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

齋
藤
報
恩
会
は
、
日
本
に
お
い
て
本
格
的
に
機
能
し
た
学
術
助
成
型

財
団
の
先
駆
け
と
さ
れ
、
学
術
研
究
へ
の
助
成
と
産
業
発
展
へ
の
寄

与
を
明
確
な
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
財
団
の
助
成
方
針
を
定
め
る

ブ
レ
ー
ン
に
は
、
澤
柳
政
太
郎
を
は
じ
め
、
小
川
正
孝
、
井
上
仁
吉
、

東北大学と産学共創の系譜
― 篤志家・企業・研究者が紡いだ一世紀 ―

加藤 諭 氏
　東北大学史料館 教授、
総長特別補佐（社会連
携・萩友会担当）。あわせ
て、国際卓越研究大学構
想のもと、文系の柱とし
て２０２３年に設立され
た統合日本学センターの
副センター長を務める。
専門は歴史学、アーカイ
ブズ学、デジタルアーカ
イブ。百貨店を中心とし
た近代小売流通史と、高
等教育史、とりわけ東京
大学や東北大学など旧帝
国大学の系譜を持つ国立
大学の歴史を主要な研究
テーマとする。

東北帝国大学理科大学 (1911-)

齋藤善右衛門
（1854-1925 年）

(『斎藤善右衛門伝』より )
NDL デジタルコレクションより

産学連携 Chronicle
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熊
谷
岱
蔵
と
い
っ
た
、
総
長
経
験
者
や
後
に
東
北
大
学
総
長
を
務
め

る
こ
と
に
な
る
教
授
陣
が
深
く
関
与
し
て
い
た
。

　

こ
の
支
援
の
も
と
で
、
八
木
秀
次
は
無
線
通
信
の
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、
発
電
や
送
電
と
い
っ
た
強
電
分

野
の
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
弱
電
、
す
な
わ
ち
無
線
通
信
分
野
は
十

分
な
研
究
資
金
を
得
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
齋
藤
報
恩

会
の
支
援
に
よ
っ
て
、
八
木
は
弱
電
研
究
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
八
木
・
宇
田
ア
ン
テ
ナ
の
発
明
に
至
る
。

こ
れ
は
後
に
世
界
中
で
用
い
ら
れ
る
基
盤
技
術
と
な
っ
た
。

　

ま
た
文
系
分
野
で
は
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
混
乱

期
に
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
や
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
と
の
競
争
を
経
て
、

心
理
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ

ン
ト
の
原
資
料
で
あ
る
ヴ
ン
ト

文
庫
を
東
北
大
学
に
も
た
ら
す

原
動
力
と
な
っ
た
。

住
友
・
三
菱
・
三
井
財
閥
が
果
た
し
た
役
割

　

理
系
研
究
の
発
展
に
お
い
て
、
最
も
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
支
援

を
行
っ
た
の
が
住
友
家
で
あ
る
。
東
北
大
学
の
金
属
材
料
研
究
所
の

前
身
と
な
る
臨
時
理
化
学
研
究
所
は
、
国
の
省
令
に
よ
る
附
置
研
究

所
で
は
な
く
、
学
内
措
置
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
研
究
所
で
あ
っ
た
。

東
京
大
学
の
附
置
研
究
所
が
１
０
０
％
国
費
で
設
立
さ
れ
て
い
た
の

に
対
し
、
東
北
大
学
の
研
究
所
は
、
そ
の
興
り
か
ら
民
間
資
金
を
原

資
と
し
て
い
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
研
究
所
の
化
学
部

門
は
三
共
株
式
会
社
、
現
在
の
第
一
三
共
に
つ
な
が
る
企
業
の
寄
付

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
続
い
て
住
友
家
の
寄
付
に
よ
っ
て
物
理
部
門

が
拡
充
さ
れ
た
。

　

１
９
１
５
年
お
よ
び
１
９
１
８
年
に
行
わ
れ
た
住
友
家
か
ら
の
寄

付
に
よ
っ
て
研
究
所
は
鉄
鋼
研
究
所
へ
と
発
展
し
、
後
の
金
属
材
料

研
究
所
の
基
盤
が
築
か
れ
る
。

　

こ
の
過
程
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
研
究
者
が
本
多
光
太
郎
で

あ
る
。
本
多
は
研
究
成
果
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、
研
究
所
と
い

う
組
織
形
態
の
重
要
性
を
理
解
し
、
企
業
資
金
を
研
究
へ
と
結
び
つ

け
る
触
媒
的
存
在
で
あ
っ
た
。
本
多
が
開
発
し
た
Ｋ
Ｓ
磁
石
鋼
は
、

当
時
、
世
界
で
最
も
磁
性
の
強
い
磁
石
と
し
て
知
ら
れ
、
住
友
の
名

を
冠
し
た
技
術
と
し
て
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
。
住
友
家
の
寄
付
に

よ
っ
て
設
立
・
発
展
し
た
研
究
所
は
金
属
材
料
研
究
所
に
と
ど
ま
ら

ず
、
電
気
通
信
研
究
所
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
分
野
横
断
的

な
支
援
は
、
東
北
大
学
の
研
究
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。

　

三
菱
財
閥
は
、
個
別
技
術
と
い
う
よ
り
も
、
研
究
所
群
の
形
成
を

通
じ
て
東
北
大
学
を
支
え
た
。
金
属
材
料
研
究
所
を
は
じ
め
と
す
る

研
究
拠
点
に
は
、
三
菱
造
船
、
三
菱
製
鉄
、
三
菱
工
業
と
い
っ
た
三

菱
系
企
業
か
ら
の
寄
付
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
神
戸
製
鋼
所
な
ど
重
工

業
・
鉄
鋼
系
企
業
も
研
究
支
援
に
関
与
し
た
。
こ
う
し
た
民
間
資
金

の
流
入
に
よ
り
、
東
北
大
学
は
多
数
の
研
究
所
を
擁
す
る
「
研
究
所

大
学
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
く
。

　

一
方
、
三
井
系
の
関
与
は
、
研
究
所
単
位
と
い
う
よ
り
も
、
よ
り

広
い
東
北
振
興
の
文
脈
で
現
れ
る
。
１
９
１
３
年
、
東
北
地
方
が
凶

作
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
原
敬
は
三
井
財
閥
の
重
鎮
で
あ
っ
た
益
田
孝

に
呼
び
か
け
、
日
本
の
実
業
家
を
結
集
さ
せ
る
構
想
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
う
し
て
設
立
さ
れ
た
東
北
振
興
会
で
は
、
渋
沢
栄
一
が
会
長
を
務

め
、
益
田
孝
に
加
え
、
根
津
嘉
一
郎
（
根
津
財
閥
創
始
者
）、
井
上

準
之
助
（
元
日
銀
総
裁
）、
岩
崎
久
弥
ら
、
財
閥
の
枠
を
超
え
た
財

界
人
が
参
画
し
た
。

　

こ
の
動
き
は
、
大
学
、
産
業
、
地
域
を
一
体
で
育
て
る
と
い
う
思

想
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
後
の
産
学
連
携
の
精
神
的
源
流
と

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

八木秀次
(1986-1976)

※ 1910 年代前半までは、労働者給与換算として、当時の 1円＝現在の約 20,000 円として計算
※ 1910 年代後半以降は、労働者給与換算として、当時の 1円＝現在の約 10,000 円として計算
※ 1920 年代以降は、労働者給与換算として、当時の 1円＝現在の約 5,000 円として計算

狩野文庫購入資金寄付願

52261911

42 11915

30301918

10.821 71924 1929

15301934



東
北
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ス
モ
ス
構
想
か
ら

東
北
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
へ

　

こ
こ
で
時
代
を
大
き
く
下
り
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
東

北
大
学
に
目
を
向
け
る
と
、
１
９
８
０
年
代
後
半
に
新
た
な
転

換
点
が
訪
れ
る
。
そ
れ
が
東
北
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ス
モ

ス
構
想
で
あ
る
。

　

こ
の
構
想
を
主
導
し
た
の
が
、
半
導
体
研
究
の
世
界
的
権
威

で
あ
る
西
澤
潤
一
で
あ
り
、
同
じ
く
総
長
を
務
め
た
石
田
名
香

雄
と
と
も
に
構
想
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
・
コ
ス
モ
ス
構
想
は
、
東
北
大
学
単
体
の
発
展
に
と
ど
ま
ら

ず
、
東
北
地
方
全
体
を
日
本
の
頭
脳
と
電
子
デ
バ
イ
ス
や
半
導

体
、
通
信
な
ど
と
い
っ
た
産
業
開
発
の
国
際
拠
点
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
構
想
の
も
と
で
、
東
北
大
学
は
将
来
の
研
究
開
発
と
産

業
集
積
を
見
据
え
、
青
葉
山
に
あ
っ
た
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
大
学

用
地
と
し
て
自
己
資
金
で
購
入
す
る
決
断
を
下
す
。
こ
の
判
断

が
、
後
に
東
北
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
へ
と
つ
な
が
る
物
理

的
起
点
と
な
る
。
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る
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ト
ン



　

１
９
９
０
年
代
に
は
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
コ
ス
モ
ス
構

想
の
流
れ
を
受
け
て
、
未
来
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
、

い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
ｅ
が
設
立
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
ｅ
は
、
大

学
の
基
礎
研
究
成
果
を
産
業
界
と
結
び
つ
け
る
た
め
の
中
核
組

織
と
し
て
設
計
さ
れ
、
企
業
と
の
共
同
研
究
、
技
術
移
転
、
人

材
育
成
を
一
体
的
に
推
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
研
究
者

と
企
業
が
同
じ
場
で
議
論
し
、
長
期
的
視
点
で
研
究
開
発
を
進

め
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
２
０
２
０
年
代
に
入
る
と
、
企
業
が
大
学
内
に
研
究

所
を
構
え
る
共
創
研
究
所
と
い
う
形
へ
と
進
化
し
、
愛
知
製
鋼
、

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
、
東
北
電
力
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、

富
士
通
、
住
友
金
属
鉱
山
、
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
、
住
友
ゴ
ム

工
業
、
古
河
電
気
工
業
と
い
っ
た
企
業
が
参
画
す
る
に
至
っ
て

い
る
。 

　

現
在
の
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
中
核
施
設
が
、
２
０
２
４
年

よ
り
稼
働
開
始
し
た
次
世
代
放
射
光
施
設
ナ
ノ
テ
ラ
ス
で
あ

る
。
ナ
ノ
テ
ラ
ス
は
、
日
本
に
お
い
て
初
め
て
官
民
地
域
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
枠
組
み
で
整
備
さ
れ
た
、
世
界
最
新
鋭
の
放

射
光
施
設
で
あ
り
、
物
質
の
微
細
構
造
や
電
子
状
態
を
高
精
度

で
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
材
料
開
発
、
半
導
体
研
究
、

創
薬
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
１
５
０

社
を
超
え
る
企
業
が
利
用
し
て
い
る
。

　

現
在
の
東
北
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
、
半
導
体
、
宇
宙
、

材
料
科
学
と
い
っ
た
分
野
を
対
象
に
、
大
学
と
企
業
が
共
創
す

る
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
・
コ
ス
モ
ス
構
想
で
描
か
れ
た
理
念
は
、
構
想
か
ら
空
間

へ
、
思
想
か
ら
実
装
へ
と
姿
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
も
な
お
進

化
を
続
け
て
い
る
。

27
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CROSSING

不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

の
研
究
者
で
あ
る
戸
津
先
生
。
お
互

い
遠
い
世
界
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、 

お
ふ
た
り
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
は
？

湯
川　

ま
ず
背
景
か
ら
お
話
し
ま
す
と
、
三
井
不

動
産
の
産
学
連
携
に
は
大
き
く
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
我
々
自
身
が
事
業
会

社
と
し
て
大
学
と
と
も
に
共
同
研
究
を
お
こ
な
い
、

そ
こ
で
生
ま
れ
た
技
術
や
研
究
成
果
を
自
社
の
事

業
に
取
り
込
み
、
社
会
実
装
ま
で
を
担
う
、
い
わ
ば

「
主
演
」（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
と
し
て
の
産
学
連
携
で
す
。

も
う
一
つ
が
、
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
を
つ
な

ぐ
「
助
演
」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
）
と
し
て
の

産
学
連
携
で
、
我
々
自
身
が
必
ず
し
も
事
業
の
主

体
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
研
究
成
果
や
人

材
と
、
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
企
業
が
出
会
う

た
め
の
「
場
や
仕
組
み
」
を
構
築
し
、
新
し
い
産

業
の
芽
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　

当
社
が
２
０
２
４
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
東

北
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
は
、
ま
さ
に
後
者
の

「
助
演
」（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
）
と
し
て
の
関

わ
り
方
で
す
。
東
北
大
学
に
は
、
半
導
体
を
は
じ

め
と
し
た
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
そ
の
研
究
が
ど
の
企
業
と
、

ど
の
よ
う
に
つ
な
が
れ
ば
社
会
実
装
に
つ
な
が
る

の
か
は
、
必
ず
し
も
見
え
や
す
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
三
井
不
動
産
が
間
に
入
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
と
東
北
大
学
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
の
中
で
出
会
っ
た
の
が
、
戸
津
先
生

と
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
で
す
。
正
直
に
言
え
ば
、

最
初
か
ら
半
導
体
人
材
育
成
を
一
緒
に
や
ろ
う
と
決
め
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
研
究
室
や
研
究
施
設
と
向
き
合
う
中
で
、

試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
の
存
在
を
知
り
、
話
を
聞
く
う
ち
に
、
こ
れ

は
単
な
る
研
究
設
備
に
留
ま
ら
ず
、
事
業
会
社
の
視
点
か
ら
見
て
も

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
、
可
能
性
の
あ
る
仕
組
み
だ
と
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

研
究
開
発
と
人
材
育
成
を
同
時
に
回
し
て
い
る
こ
と
、
企
業
が
主

体
的
に
関
わ
り
な
が
ら
人
を
育
て
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
一

過
性
で
は
な
く
、
十
年
以
上
続
き
、
資
金
的
に
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

仕
組
み
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
半
導
体
分
野
に

限
ら
ず
、
多
く
の
産
業
に
応
用
で
き
る
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
戸
津
先
生
と
対
話
を
重
ね
る
中
で
、

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
文
脈
を
超
え
て
、
半
導
体
人
材
育
成
そ
の

も
の
を
テ
ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

我
々
が
「
主
演
」
と
し
て
前
に
出
る
の
で
は
な
く
、「
助
演
」
と
し

て
大
学
と
企
業
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
人
材
育
成
の
モ
デ
ル
を

一
緒
に
考
え
て
い
く
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
現
在
の
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。

戸
津　

私
の
側
か
ら
見
て
も
、
こ
の
出
会
い
は
と
て
も
象
徴
的
で
し

た
。
大
学
と
し
て
は
、
研
究
や
教
育
を
ど
う
社
会
に
つ
な
げ
る
か
が

常
に
課
題
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
届
か
な
い
企
業
や

業
界
が
多
く
あ
り
ま
す
。
三
井
不
動
産
さ
ん
は
、
研
究
内
容
そ
の
も

の
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
思
想
や
仕
組
み
に
目
を
向
け
て

く
れ
た
。
そ
の
点
が
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
を
単
な
る
設
備
で
は
な
く
、「
人
材
育
成

と
研
究
開
発
を
同
時
に
回
す
仕
組
み
」
と
し
て
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
議
論
が
一
気
に
深
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
半
導
体

人
材
育
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
、
ど
う

持
続
可
能
な
形
で
進
め
て
い
く
か
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
テ
ー
マ
で

一
緒
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

●
　
●

　
●
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CROSSING
「
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
」
と
い
う

名
前
が
示
す
思
想
と
、
そ
の
源
流

湯
川　

こ
こ
で
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。「
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
」
と
い
う
名
前
は
、
大
学

の
研
究
施
設
と
し
て
は
か
な
り
ユ
ニ
ー
ク
で
す
よ
ね
。
正
直
、
最
初

に
聞
い
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
名
前
に
し
た
の
か
、
そ

の
背
景
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
。

戸
津　

こ
の
名
前
を
付
け
た
の
は
、
私
の
出
身
研
究
室
の
先

生
で
も
あ
り
ま
す
江
刺
正
喜
先
生
（
元
東
北
大
学
工
学
部
教

授
。
初
代
の
東
北
大
学
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
融
合
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
長
で
、
現
在
は
同
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
、
株
式
会
社
メ
ム

ス
・
コ
ア
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）
で
す
。
江
刺
先
生
は
、
長
年
東
北
大
学
で 

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
分
野
の
研
究
に
取
り
組
み
、
化
学

／
医
療
／
圧
力
／
慣
性
セ
ン
サ
、
小
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、
小
型
発
電

機
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
リ
レ
ー
、
セ
ン
サ
／
Ｒ
Ｆ
（
無
線
周
波
）
素
子
と
半

導
体
と
の
集
積
化
の
研
究
開
発
・
実
用
化
を
先
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
の
最
終
講
義
で
も
「
設
備
共
用
へ
の
こ
だ
わ
り
」
と
い

う
講
義
名
で
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
施
設
の
源
流
を
た
ど
る
と
、「
ミ
ス
タ
ー
半
導
体
」
と

呼
ば
れ
、
世
界
の
半
導
体
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
西
澤
潤
一

先
生
の
存
在
が
非
常
に
大
き
い
で
す
。
西
澤
先
生
は
、
産
学
連
携
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、
１
９
６
１
年
に
大
学
と
は
独
立
し
た
財
団
法

人
と
し
て
「
半
導
体
研
究
振
興
会
」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。
以
来
、

半
世
紀
近
く
、
賛
助
会
員
か
ら
の
支
援
の
も
と
独
創
的
な
研
究
を
重

ね
、
半
導
体
電
子
工
学
の
分
野
で
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
は
、
も
と
も
と
こ
の
財
団
が
保
有
し
て
い
た

施
設
・
設
備
で
あ
る
「
半
導
体
研
究
所
」
を
「
西
澤
潤
一
記
念
研
究

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
受
け
継
い
だ
も
の
に
な
り
ま
す
。

湯
川　

な
る
ほ
ど
。
単
に
設
備
を
残
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
思
想
ご

と
引
き
継
い
で
い
る
わ
け
で
す
ね
。
半
導
体
関
係
の
研
究
施
設
に
は
、

難
解
で
専
門
的
な
名
称
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
敷
居
が
高
く
感
じ
ま
す
。
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
と
い
う
言
葉
な
ら
、

専
門
外
の
人
で
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
。
そ
の
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
る
効
果
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

戸
津　

そ
こ
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
あ
る
技
術
的
テ
ー
マ
に
興

味
は
あ
る
の
に
、
一
か
ら
設
備
を
揃
え
る
お
金
も
な
い
、
専
門
的
な

技
術
も
な
い
、
と
い
う
場
面
は
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時

に
、
新
し
く
挑
戦
す
る
た
め
の
敷
居
を
ぐ
っ
と
下
げ
る
の
は
大
き

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、 μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
我
々
が
全
部
や
り
ま
す
」で
は
な
く
、「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」「
主

体
は
ユ
ー
ザ
ー
で
す
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。
あ
く
ま
で
お
客
様

が
主
体
と
な
る
こ
と
で
、
い
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
こ

と
を
大
事
に
考
え
て
い
ま
す
。●

　
●

　
●

産
官
学
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
│
│

「
場
」
だ
け
で
な
く
、「
想
い
」
の
共
有

お
ふ
た
り
が
共
通
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る

「
世
代
を
超
え
た
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を 

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

戸
津　
「
世
代
を
超
え
た
人
材
育
成
が
大
事
」
と
い
う
点
に
は
、
私

も
強
く
共
感
し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
う
い
う
「
場
」
が
今

の
日
本
に
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
は
、
ぜ
ひ
そ
の
役
割
を
担
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

幸
い
仙
台
に
は
、
半
導
体
の
研
究
開
発
か
ら
人
材
育
成
ま
で
、
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
西
澤
潤
一
先
生
か
ら
始
ま
る
流
れ
も
あ
り
、

そ
う
い
う
人
材
・
設
備
・
リ
ソ
ー
ス
が
あ
る
。
半
導
体
の
黎
明
期
に

携
わ
っ
た
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
今
は
、
ま
さ
に
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
半
導
体
の
技
術
を
持
ち
、
多
く
の
こ
と
を
知
っ
て

い
る
方
々
の
ス
キ
ル
を
、
次
の
世
代
、
さ
ら
に
次
の
世
代
に
つ
な
げ

る
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
設
備
や
仕
組
み
も
必
要
で
す
が
、
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
が
こ

こ
15
年
や
っ
て
き
た
こ
と
が
生
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
半
導
体
は

領
域
が
幅
広
く
な
り
、
使
う
側
の
視
点
も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
技
術
を
学
ん
で
い
た

だ
け
る
場
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
半
導
体
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
を
教
え
る
側
の
継
続
性
、

す
な
わ
ち
、「
教
え
る
側
の
世
代
交
代
」
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
点
が
継
続
性
、
ひ
い
て
は
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
担
う
大
き
な
柱
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湯
川　

世
代
を
超
え
た
人
材
育
成
を
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
成
立
さ

せ
る
た
め
に
は
、「
人
・
場
・
資
金
」
の
３
つ
が
必
要
で
す
。「
人
」

と
は
、
大
学
に
入
っ
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
挑
戦
者

や
、
彼
ら
を
育
て
る
ア
カ
デ
ミ
ア
や
篤
志
家
、
さ
ら
に
は
人
と
人
を

つ
な
ぐ
カ
タ
リ
ス
ト
な
ど
で
す
。
ま
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
活
躍
す

る
「
場
」
が
な
い
と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
ラ
ボ
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
場
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、「
資
金
」
も
当
然
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
人
・
場
・
資
金
」
の
３
つ
に
必
ず
付
け
加
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、「
思
い
」
で
す
。
成
功
者
が
篤
志
家
と
し
て
寄

付
す
る
の
も
、
科
学
技
術
へ
の
思
い
、
土
地
へ
の
思
い
、
学
ん
だ
場

所
へ
の
思
い
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
思
い
な
ど
、
何
ら
か
の
思

い
が
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
志
願
者
が
挑
戦
し
よ
う
と
思
う

の
も
、
培
わ
れ
た
思
い
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。
研
究
す
る
人
、
教

育
す
る
人
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
、
つ
な
ぐ
人
に
も
思
い
が
あ
る
。

　

こ
の
「
思
い
」
を
ど
う
醸
成
す
る
か
は
、
そ
の
国
や
地
域
の
歴
史

や
文
化
、
家
族
の
よ
う
な
単
位
に
も
紐
づ
く
部
分
が
あ
り
、
そ
こ
に

日
本
の
強
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
東
北
は
思
い
が
強
い
か
ら
、

震
災
後
も
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
れ
た
し
、
大
学
間
の
連
携
も
進
ん
で
い

る
。
そ
う
い
う
要
素
は
非
常
に
重
要
で
す
。

戸
津　

私
も
全
く
同
感
で
す
。
東
北
大
学
に
関
し
て
申
し
上
げ
る
と
、
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CROSSING
根
底
に
あ
る
の
は
、「
実
学
尊
重
」
の
精
神
だ
と
思
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
産
業
界
と
一
緒
に
な
っ
て
研
究
開
発
技
術
を
進
め
て
い
く
と

い
う
姿
勢
で
す
。
第
６
代
東
北
大
学
総
長
の
本
多
光
太
郎
先
生
の
言

葉
に
「
産
業
は
学
問
の
道
場
な
り
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
新

し
い
技
術
を
産
業
界
で
使
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

得
る
こ
と
で
大
学
の
研
究
や
教
育
が
よ
り
盛
ん
に
な
る
」
と
い
う
意

味
を
含
ん
で
い
ま
す
。
大
学
の
研
究
も
、「
産
業
界
と
と
も
に
」
と

い
う
の
は
必
須
で
あ
り
基
本
で
す
。
西
澤
潤
一
先
生
も
早
い
段
階
か

ら
、大
学
と
産
業
界
を
結
び
つ
け
る
た
め
に
「
半
導
体
研
究
振
興
会
」

を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
こ
ら
れ
た
。
あ
る
意
味
、
産
業
界
と
一
緒
に

仕
事
を
す
る
の
が
当
た
り
前
の
環
境
で
し
た
。

　

私
が
い
た
江
刺
研
究
室
で
も
、
会
社
の
研
究
員
の
方
が
学
生
よ
り

多
く
、
隣
同
士
に
会
社
の
方
が
い
て
、
毎
日
社
会
見
学
を
し
て
い
る

よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
日
々
、
会
社
の
考
え
方
や
進
め
方
を
見
な
が

ら
20
歳
頃
か
ら
一
緒
に
仕
事
が
で
き
た
の
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

そ
う
い
う
環
境
が
東
北
大
に
は
普
通
に
あ
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

今
の
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
も
同
じ
で
、
企
業
の
枠
、
大
学
の
枠

を
超
え
て
、
同
じ
部
屋
、
同
じ
環
境
で
仕
事
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
す
。
試
作
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
を
利
用
さ
れ
る
企
業
さ
ん
も

そ
こ
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
社
で
閉
じ
て
で
き
る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
も
の
づ
く
り
を
進
め
な
い
と
、
こ
れ
か
ら
う
ま
く
い
か
な

い
と
皆
さ
ん
分
か
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
場
に
参
加
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
方
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
　
●

　
●

日
本
の
半
導
体
を
「
夢
が
あ
る
」
業
界
に

湯
川　

ま
さ
に
そ
こ
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
米
国
や

台
湾
と
違
っ
て
、
人
が
組
織
を
ま
た
い
で
流
動
す
る
こ
と
が
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
カ
タ
リ
ス
ト
的
な
役
割
を
誰
が
、
ど
こ

で
担
う
の
か
を
意
識
的
に
設
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
、
大
学
、

企
業
の
役
割
が
重
な
り
合
う
領
域
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
議
論
を

前
に
進
め
る
存
在
が
い
て
、
初
め
て
産
官
学
連
携
は
実
体
を
持
つ
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
私
が
付
け
加
え
た
い
の
は
、「
資
金
」
の
重
要
性
で
す
。

エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
正
当
な
ギ
ブ
＆
テ
イ

ク
」
が
き
ち
ん
と
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
誰
か
が
一
方
的
に
奉
仕
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
役
割
を
果
た
し
、
き
ち
ん
と
見
返
り
を
得
ら
れ
る
。

そ
の
関
係
性
が
な
け
れ
ば
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

産
業
を
育
て
る
こ
と
も
、
人
材
育
成
を
継
続
す
る
こ
と
も
、
理
想
論

だ
け
で
は
難
し
い
。
正
当
な
、
場
合
に
よ
っ
て
は
高
い
報
酬
が
支
払

わ
れ
る
仕
組
み
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
も
組
織
も
本
気
で
関
わ
れ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

戸
津　

非
常
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
東
北
や
仙
台
の
人
は
必
ず
し

も
前
に
出
て
い
く
タ
イ
プ
ば
か
り
で
は
な
く
、
忍
耐
強
く
取
り
組
む

方
が
多
い
印
象
で
す
。
一
方
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
内
部
に
は
優
秀
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

仙
台
は
も
と
も
と
研
究
は
盛
ん
で
し
た
が
、
製
造
業
と
い
う
面
で

大
企
業
が
多
か
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
で
す
。
最
近
は
東
京
エ
レ
ク

ト
ロ
ン
や
ト
ヨ
タ
な
ど
大
手
も
進
出
し
て
い
ま
す
が
、
親
世
代
に

と
っ
て
は
、
も
の
づ
く
り
が
ま
だ
少
し
遠
い
部
分
が
あ
る
。
そ
の
影

響
は
、
若
い
世
代
の
進
路
選
択
や
、
地
域
全
体
の
産
業
観
に
も
表
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い
人
た
ち
や
地
域
社
会
全
体
に
対
し

て
、
も
の
づ
く
り
や
半
導
体
分
野
の
面
白
さ
、
可
能
性
を
伝
え
て
い

く
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
μ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
も
、

中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
啓

蒙
や
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
点
で
も
、
三
井
不
動
産
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
や
半
導
体
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
―
Ａ
」
の

よ
う
に
、
産
官
学
の
関
係
者
が
ひ
ざ
詰
め
で
話
せ
る
場
は
、
本
当
に

貴
重
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
形
式
張
っ
た
会
議
で
は
な
く
、
立
場
を

越
え
て
率
直
に
議
論
で
き
る
場
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
連
携
や

挑
戦
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

湯
川　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

戸
津　

今
、
東
北
大
学
で
は
共
創
研
究
所
や
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
て
、
外
部
の
方
が
仙
台
に
来
て
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
起
き
る
可
能
性
も
出
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
社

会
に
も
伝
え
な
が
ら
、「
頑
張
れ
ば
生
活
が
良
く
な
る
」「
社
会
全
体

が
も
っ
と
豊
か
に
な
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
国
際
情
勢
も
あ
り
、
半
導
体
は
特
に
将
来
を
形
成
す
る
、

次
代
に
繋
ぐ
べ
き
重
要
な
分
野
の
先
頭
に
あ
る
と
思
う
の
で
、
若
い

人
々
に
対
し
て
「
夢
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
示
し
た
い

で
す
。
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リミナリティ（Liminality）とは、
文化人類学で通過儀礼の中間段階で起こる「境界の曖昧さ」を指し、
元の状態でも次の状態でもない混沌とした移行期を意味する。

ラテン語の「līmen（敷居）」が語源で、
通過儀礼だけでなく、革命や社会変革などの際に

個人や社会が一時的にどっちつかずの「間（ま）」に置かれる状態全般を指す言葉としても使用される。


